


温 故 知 新 博 覧 会

駿
河 

東
海
道
お
ん
ぱ
く
2
0
1
7
は
じ
ま
り
ま
す
。

１
年
の
中
で
も
最
も
美
し
い
富
士
山
が
見
ら
れ
る
静
岡
の
冬
。

　
こ
の
壮
大
で
美
し
い
富
士
山
を
背
景
に
つ
な
が
る
東
海
道
。

こ
の
道
を
行
き
交
う
人
々
が
集
い
、交
流
を
育
む
宿
場
町
。

静
岡
の
ま
ち
を
舞
台
と
し
て

2
0
1
7
年
2
月
3
日
か
ら
3
月
5
日
の
３1
日
間

「
駿
河 

東
海
道 

温
故
知
新
博
覧
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

蒲
原
宿
・
由
比
宿
・
興
津
宿
・
江
尻
宿
・
府
中
宿
・
丸
子
宿

6
つ
の
宿
場
を
つ
な
ぎ

東
海
道
の
人
と
物
語
に
出
会
う

63
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

冬
だ
か
ら
こ
そ
出
会
え
る
美
し
い
景
色
、

冬
だ
か
ら
過
ご
せ
る
あ
た
た
か
い
時
間
、

静
岡
な
ら
で
は
の
出
会
い
の
旅
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

駿河 東海道おんぱくへの参加には、
事前のお申込みが必要です。
駿河 東海道おんぱく公式WEBサイト
http://shizuoka-onpaku.jp/

◯残席数がすぐにわかります。
◯ガイドブックに載っていない、
 お得な情報があるかも!?

会員登録すると…
◯プログラムの予約がらくらくカンタン！
◯最新情報をメールで配信します。

１月13日（金）昼12:00から受付開始

① 

事
前
予
約

◆
駿
河 

東
海
道
お
ん
ぱ
く
へ
の
参
加
に
は
、事
前
の
予
約

が
必
要
で
す
。

◆
応
募
締
切
日
前
に
定
員
に
達
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、受
付
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

② 

自
己
責
任 

◆
参
加
者
は
、自
己
の
責
任
で
駿
河
東
海
道
お
ん
ぱ
く
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
駿
河 

東
海
道
お
ん
ぱ
く
事
務
局
は
、各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
け
る
怪
我
や
病
気
、事
故
な
ど
に
つ
い
て
一
切
の
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。

③ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
主
催
者
の
指
示
な
ど 

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
主
催
者
及
び
駿
河 
東
海
道
お
ん
ぱ
く
事
務

局
の
指
示・注
意
事
項
は
、必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
主
催
者
及
び
駿
河 

東
海
道
お
ん
ぱ
く
事
務

局
の
指
示
・
注
意
事
項
を
守
っ
て
い
た
だ
け
な
い
場
合

は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
途
中
で
あ
っ
て
も
参
加
を
ご
遠
慮
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④ 

法
令
の
遵
守 

◆
国
の
定
め
る
法
律
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
屋
外
を

歩
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、道
路
交
通
法・交
通
ル
ー

ル・マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
未
成
年
者
の
飲
酒

を
伴
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
ご
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
飲
酒
運
転
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤ 

料
金
及
び
参
加
制
限

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
は
、大
人
料
金
と
子
ど
も
料
金
の

　

 

設
定
が
あ
り
ま
す
。 

※
子
ど
も
料
金
の
設
定
に
関
し
て

は
、各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

⑥ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
止
及
び
コ
ー
ス
の
変
更 

◆
天
候
の
悪
化
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
を
中
止
、又
は

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
中
止
す
る
と
き
は
、主
催
者
よ
り
参
加
者
に
ご
連
絡

し
ま
す
。

⑦ 

服
装
、持
ち
も
の

◆
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
適
し
た
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

※

屋
外
を
歩
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、ス
ニ
ー
カ
ー
や
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
歩
き
や
す
い
履
物
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

※
屋
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、防
寒
具
や
雨
具
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

　

※
万
一に
備
え
て
、健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

⑧ 

飲
食

◆
食
材
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
方
は
、予
約
時
及
び
当
日
ス

タ
ッ
フ
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

⑨ 

キ
ャ
ン
セ
ル

◆
や
む
を
得
ず
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、必
ず
前
日
ま
で

に
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

⑩ 

写
真
撮
影
に
つ
い
て

◆
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
中
の
写
真
を
駿
河 

東
海
道
お
ん
ぱ

く
ス
タ
ッ
フ
が
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
、今
後
の
イ
ベ
ン
ト

告
知
な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑪ 

そ
の
他

◆
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、駿
河 

東
海
道
お
ん
ぱ
く
事

務
局
の
判
断
に
よ
り
、駿
河 

東
海
道
お
ん
ぱ
く
へ
の
参

加
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
・他
の
参
加
者
又
は
会
場
近
隣
住
民
な
ど
に
対
す
る
迷

惑
行
為
が
あ
っ
た
場
合
。

　
・駿
河 

東
海
道
お
ん
ぱ
く
へ
の
参
加
が
不
適
切
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
。

【
駿
河 

東
海
道
お
ん
ぱ
く
参
加
規
約
】

1月14日（土）昼12:00から受付開始

「駿河 東海道おんぱく」
駿河 東海道おんぱく事務局
〒420-0853
静岡県静岡市葵区追手町4-16
TEL：080-4840-5946（9時～18時）
MAIL：suruga.tokaido.onpaku@gmail.com

電話でのお申し込み

〈駿河 東海道おんぱく事務局 電話受付時間 9：00～18：00〉

《開催日直前のキャンセル料について》 予約締切り日以降キャンセル料が100％かかります。

公式WEBサイトからのお申し込み

・予約受付は先着順に行います。
・満席となったプログラムについては受付を締め切らせていただきます。
・プログラムの申込み期限はプログラムにより異なります。詳しくはプログラムのページをご覧下さい。
・プログラム当日は開始時刻の15分前までに会場にお越し下さい。

注
意
事
項

公式WEBサイトを利用すると… 公式WEBサイトから予約するには、
会員登録が必要です！

各プログラムに記載のお申込み先へお電話ください。

各プログラムの予約フォームから
お申し込みください。
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18

プログラムカレンダー
2017年 2/3-3/5

08─12 食
茶
匠
に
習
う
静
岡
茶
当
て
ク
イ
ズ
&
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
C
A
F
É

お
ん
ぱ
く
限
定
公
開
！　
『
正
雪
』神
沢
川
酒
造
場
蔵
元
タ
ク
シ
ー
ツ
ア
ー

駿
河
湾
の
た
か
ら
も
の『
し
ず
ま
え
鮮
魚
』　

プ
ロ
の
技
と
一
緒
に
い
た
だ
こ
う

座
禅
&
カ
フ
ェ
ラ
ン
チ　

友
引
喫
茶
で
イ
ス
座
禅
〜
健
や
か
な
心
と
身
体
〜

幻
の
蕎
麦
食
べ
比
べ　

究
極
の
蕎
麦
会
＠
手
打
ち
蕎
麦
た
が
た

「
な
ぜ
丸
子
の
名
物
は
と
ろ
ろ
汁
な
の
か
？
」そ
の
秘
密
を
地
質
学
か
ら
考
え
る

創
業
明
治
20
年
、伝
統
の
削
り
節
屋
で
体
験
！　

削
り
、ダ
シ
と
り
、食
べ
比
べ
！

美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
教
室　

ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な
が
ら
ど
う
ぞ

静
岡
蒸
溜
所
特
別
先
行
公
開
！　

ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ん
で
巡
る
東
海
道
五
十
三
次

目
か
ら
う
ろ
こ
！　

美
味
し
さ
発
見
!　

桜
え
び
フ
ル
コ
ー
ス

手
間
暇
か
け
た
一
品
を
五
感
で
味
わ
う
！　

蒲
原
い
わ
し
削
り
ぶ
し

世
界
に
広
が
る
蕎
麦
の
魅
力
！　

お
酒
と
楽
し
む
世
界
の
蕎
麦
料
理

こ
だ
わ
り
の
紅
茶
と
ス
イ
ー
ツ
で
お
も
て
な
し　

ウ
イ
ス
キ
ー
香
の
紅
茶
っ
て
？

健
康
長
寿・家
康
公
の
再
現
料
理
を
堪
能　

翡
翠
の
滝
見
学
と
小
坂
散
策
付
き

蒲
原
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
河
西
新
聞
店
の
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
講
座　

こ
ん
な「
し
ず
ま
え
」も
あ
っ
た
！　

お
す
す
め
し
ず
ま
え
鮮
魚
を
味
わ
う

由
比
本
陣
で
由
比
の
特
産
品「
お
い
し
い
缶
詰
」に
出
会
お
う
！

0102030405060708091011121314151617

21─24 楽
「
文
福
茶
釜
」の
お
寺
で
琵
琶
体
験　

お
抹
茶
＆
丸
子
の
と
ろ
ろ
付
き

ヨ
ッ
ト
で
清
水
港
洋
上
体
験
＆
は
と
ば
キ
ッ
チ
ン
ラ
ン
チ
ビ
ュッ
フ
ェ

今
川
さ
ん
と
門
前
き
ゃ
ら
の
謎
解
き
婚
活 

i
n 

浅
間
通
り

蒲
原
の
う
ま
い
も
ん
大
集
合
！　

こ
だ
わ
り
の「
ち
ょっ
く
楽
市
」案
内
ツ
ア
ー

ツ
リ
ク
ラ
で
殿
様
気
分　

木
登
り
で
新
世
界
を
体
験
し
よ
う
！

ふ
わ
ふ
わ
体
験
！　

熱
気
球
に
乗
っ
て
空
か
ら
安
倍
川
を
眺
め
よ
う
！

清
水
港
ク
ル
ー
ズ
の
船
長
と
学
ぼ
う
！　

船
内
見
学
と
清
水
港
め
ぐ
り

蒲
原
和
歌
宮
神
社
で
お
茶
会　

和
装
で
楽
し
む『
静
岡
抹
茶
』

由
比
本
陣
か
が
り
火
パ
ー
テ
ィ
ー　
『
桜
え
び
沖
あ
が
り
鍋
』と
銘
酒『
正
雪
』

江
戸
の
演
芸
を
楽
し
み
つつ
、お
気
楽
和
文
化
体
験「
和
カ
ル
笑
学
校
」

駿
府
大
御
所
時
代
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ　

お
姫
様
に
お
殿
様
、忍
者
も
！　

時
代
衣
装
着
付
体
験

音
楽
×
ア
ロ
マ
×
和
or
洋　
「
魅
惑
の〝
香
〞
響
楽
団
」

ふ
じ
の
く
に
歴
史
演
談
お
寺
ツ
ア
ー
２
０
１
７

お
茶
や
お
酒
と
供
に
音
楽
鑑
賞
と
自
分
探
し
〜
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
丸
子
宿
の
夕
暮
れ
〜

535455 4243444546474849505152

13─15 歩
日
常
の
着
物
を
着
て
府
中
の
宿
散
策　

商
人
ゆ
か
り
の
町
名
を
訪
ね
ま
し
ょ
う

茶
の
町
コ
ン
シ
ェ
ル
と
訪
ね
る　

お
茶
香
る
茶
町・茶
市
場・茶
ス
イ
ー
ツ
！

食
×
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

用
宗
と
丸
子
を
結
ぶ
地
産
地
消
ラ
ン
チ
交
流
会

も
つ
カ
レ
ー
総
研
所
長
が
ご
案
内
！　

江
尻
宿
つ
ま
み
食
い
ツ
ア
ー

宿
場
祭
り
を
あ
る
く
！　

地
元
ガ
イ
ド
と
行
く
丸
子
の
歴
史
と〝
軒
先
ぎ
ゃ
ら
り
ー
〞

『
朝
鮮
通
信
使
』に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　
「
清
見
寺
」歴
史
講
話
と
町
並
み
散
策

蒲
原
宿
の
ま
ち
な
み
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
楽
し
む「
蒲
原
宿
の
楽
し
い
暮
ら
し
」

静
岡
浅
間
神
社
門
前
町
を「
ぶ
ら
門
前
」　

修
復
直
後
の
神
社
社
殿
の
特
別
公
開

用
宗
に
お
城
?!
持
舟
城
址
ハ
イ
ク
と『
し
ず
ま
え
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
』ラ
ン
チ

181920212223242526

18─20 技
3435363738394041

静
岡
の
伝
統
工
芸
を
体
験　

竹
千
筋
細
工
と
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

色
話
か
る
た
で
、遊
ん
で
学
ぶ
、平
安
時
代
の
雅
な
世
界

『
ジ
ャ
パン・ブ
ル
ー
』で
ス
ト
ー
ル
染
め　

浮
世
絵
で
見
る
深
い『
藍
』

粘
土
で
つ
く
ろ
う
！　

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
お
だ
い
り
さ
ま
と
お
ひ
な
さ
ま
♪

駿
河
雛
人
形
伝
統
工
芸
士
に
よ
る
お
雛
様
の
お
話
と
制
作
実
演

且
座
喫
茶
！　

お
茶
染
め
体
験
と
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
お
茶
会

蒲
原
伝
統
の
も
の
づ
く
り　

駿
河
裂
織
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バッ
グ
作
り

手
紡
ぎ
糸
の
優
し
い
風
合
い
を
感
じ
る　

棉
の
お
話
と
糸
紡
ぎ
体
験

い
ろ 

は

し
ゃ  

ざ  

き
っ　

さ

す
る  

が  

さ
き
お
り

わ
た

25─27 美
シ
ェフ
と
味
わ
う
！　

糖
質
制
限
食
の
魅
力
!!　

究
極
の
ヘ
ル
シ
ー
イ
タ
リ
ア
ン『
駿
河
湾
レ
シ
ピ
』

大
正
時
代
の
町
屋
で
心
も
身
体
も
ほ
っ
と　

倍
音
セ
ラ
ピ
ー
体
験
と
身
体
に
や
さ
し
い
ラ
ン
チ

花
と
ハ
ー
ブ
で
美
味
し
い
静
岡　

地
元
食
材
で
彩
る
料
理
教
室

五
感
を
フ
ル
に
活
用
！！　

お
茶
三
昧
の
贅
沢
時
間

え
っ
？　

色
を
食
べ
る
！？　

も
っ
と
元
気
に
美
し
く
！　

あ
な
た
色
の
旬
彩
寿
司
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

最
高
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ギ
フ
ト　

静
岡
の
ハ
ー
ブ
と
ア
ロ
マ
で
香
り
作
り

身
体
の
内
と
外
か
ら
変
わ
る
喜
び
体
験
〜
セ
ル
フ
ケ
ア
&
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
〜

オ
ク
シ
ズ
の
玄
関
口　

お
ふ
ろ
c
a
f
é 

d
e 

在
来
作
物
レ
シ
ピ

5657585960616263

16─18 知
33 272829303132

国
登
録
有
形
文
化
財「
旧
五
十
嵐
邸
」で
楽
し
む
旧
暦
の「
七
草
粥
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お
も
て
な
し

公
爵『
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園
寺
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望
』公
を
知
ろ
う
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坐
漁
荘
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フ
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体
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史
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宿
場
と
宿
場
を
つ
な
ぐ「
道
」。今
の
東
海
道
に
関
わ
る「
人
」。

生
き
生
き
と
し
た「
い
と
な
み
」　
こ
の
土
地
な
ら
で
は
の「
食
」　
昔
と
今
が
混
在
す
る「
ま
ち
な
み
」

いつ
で
も
宿
場
は
、ま
ち
と
ま
ち
、人
と
人
、時
代
を
つ
な
ぐ『
交
流
の
場
』

こ
こ
で
は
、現
代
版・東
海
道
の
人
に
出
会
う
小
さ
な
旅
の
地
図
を
ご
紹
介
。

お
ん
ぱ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
か
け
た
つい
で
に
、

近
く
の
名
所
や
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

木屋江戸資料館
（渡邊家土蔵）　
江戸時代の貴重な文献
を数多く所蔵。全国で３
番目に古い３階建て土蔵。

お休み処和泉屋　
江戸情緒が残る町屋。
旅龍「和泉屋」は国の
文化財に登録。

旧五十嵐歯科医院　
和洋折裏の大正モダン
建築。当時の診察台や調
度品も必見。

志田邸
板の両面に格子を組ん
だ蔀戸（しとみど）や箱
階段など、江戸商家の面
影を今も残す。

正雪紺屋　
（しょうせつこうや）
江戸初期の兵学者・由比
正雪の生家といわれる
染物屋。当時の仕事場な
どが残る。

由比缶詰所　
高級食材を使用した
ツナ缶を製造。工場
横の直売所では作り
たての販売も。

浜のかきあげや　
由比港をのぞむ漁協直
営の食堂。新鮮な桜えび
のかきあげや沖漬けが人
気。

ずんどう焼本舗
定番「おぐら」のほか
「ツナ」「キムチ」など
全６種類を販売。イート
イン可。

潮屋
興津を代表する和菓子
屋。皇室御用達の銘菓
「宮様まんぢう」はお酒
が香る上品。

エスパルスドリームプラザ
映画やグルメも楽しめるショッピン
グモール。清水港を一望できる観
覧車が目印。

清水港内ベイクルーズ
日の出桟橋～清水港内を周遊する
遊覧船。三保松原散策に便利なミ
ニクルーズも。

フェルケール博物館
「交通」の名を冠した資料館。船の
模型や船舶関連品から清水港の
歴史を学べる。

清水港船宿記念館「末廣」
次郎長の船宿を復元した資料
館。晩年の次郎長に関する資
料を展示。

興津坐漁荘
明治の元老・西園寺公
望公の別邸を復元。
職人技が凝縮された
数寄屋風建築。

和CAFÉ 茶楽
茶問屋「山梨商店」が
営む和風カフェ。静岡
茶やオリジナル抹茶・
各種スイーツを販売。

東壽院
JR興津駅より車で
12分（6km）

清見寺
朝鮮通信使も訪れた
東海道の要衝。家康公
手植の臥龍梅ほか指
定文化財も多数。

神沢川酒造　
大正元年創業の酒蔵。
代表銘柄は地元の雄・
由比正雪にちなんだ
「正雪」。

旅
Ｍ
Ａ
Ｐ

駿
河 
東
海
道

お
ん
ぱ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

宿
場
を
楽
し
む
た
め
の

★
★

★

★

磯部家

若宮神社

吉田家

蒲原夜之雪記念碑

佐藤家

東木戸

やましち

よし川

JR新蒲原駅

駿　河　湾

蒲原東小学校

蒲原西小学校

東名
高速
道路

←至 JR蒲原駅

東海道
本線

東　海　
道

至 
JR
富士
川駅

国道1号
線

御殿山
（桜の名所）

増田家

西木戸

ヤママル

ヤママル工場

本陣跡

★

★ ★

★

由比小学校
文

神沢川酒造場

神沢

入山入口

由
比
川

和
瀬
川

至
 蒲
原
→

ゆい桜えび館

-1

正雪紺屋

駿　河　湾

由比本陣公園
東海道由比宿交流館
静岡市東海道広重美術館

松風堂
由比缶詰所由比郵便局

カフェJune Berry

春埜（はるの）製菓
最明寺

浜のかきあげや

東　
海　
道

東海
道新
幹線

東海
道本
線 東名

高速
道路

由
比
漁
港

駅前でいきなり桜えび!

←
至
 興
津

JR由比駅

桜えび
ストリート

（旧甲州街道）

-1

至 由
比駅
→

東海
道本
線

東　
海　
道

←至 清水駅

耀海寺

清見寺

興津坐漁荘

JR興津駅

不動院

津嶋神社

潮屋
和CAFE 茶楽

興津生涯学習交流館

駿　河　湾

静岡銀行興津支店

ずんどう焼本舗

興津郵便局

興津中町西

興津中町

 東
　海
　道
　本
　線

静岡
鉄道

清水区役所

清水浜田小学校

駿河湾フェリー

エスパルスドリームプラザ
1F 清水すし横丁
2F ちびまる子ちゃんランド

壮士の墓

梅蔭禅寺
-2

駿
　
河
　
湾

清水港

新清水駅

JR清水駅

入江岡駅

桜橋駅

上清水町
柳
宮
通
り

次
郎
長
通
り
商
店
街

巴
　
川

万世町

港町

エスパ
ルス通

り

★

★★

★

★

由比宿江尻宿

興津宿 蒲原宿

★

★

★
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静岡県立
草薙総合運動場

久能山

駿府城公園

静岡浅間神社

登呂遺跡

-2

-1

-2

広野海岸公園

船越堤公園

東名
高速
道路

至 
JR
草薙
駅→

東海
道本
線

東　海　道

JR東静岡駅

JR静岡駅

JR安倍川駅

JR用宗駅

1

150

駿　河　湾

日本平

東
名
高
速
道
路

新
東
名
高
速
道
路

JR蒲原駅

JR由比駅

JR興津駅

JR清水駅

JR草薙駅

JR安倍川駅

JR用宗駅

JR焼津駅

1

362

52

150

27

29

74

JR静岡駅

小梳神社
徳川家の守り神・駿府城
の守護神として崇敬され
る古社。境内には霊水も
湧く。

徳川慶喜邸跡
浮月楼
徳川慶喜公が晩年の20
年間を過ごした屋敷跡。
現在は料亭として営業。

道の駅 おかべ茶屋
宇津ノ谷トンネル上り藤
枝側に位置する道の駅。
新鮮な地元野菜やお土
産を販売。

道の駅 宇津ノ谷峠
宇津ノ谷トンネル下り静
岡側に位置する道の駅。
宇津ノ谷散策の起点に
も便利。

丁子屋
慶長元年創業のとろろ
屋。「東海道五十三次」
に描かれた姿のまま伝統
を守る。

丸子紅茶
明治期に海外輸出した
紅茶の製法を復活させ、
３種類の純国産紅茶を
製造。

駿府匠宿
静岡の伝統工芸を気軽
に学べる体験型施設。イ
ベントや展示など多数開
催。

吐月峰柴屋寺
観月の名所で知られる寺。
丸子の自然を取り入れた
借景園と枯山水が美し
い。

待月楼
元は多くの賓客を招いた旅
館。現在は料亭として懐石
料理やとろろ汁を提供。

宝台院
家康公苦難の時期を支
えた側室・お愛の方の菩
提寺。本尊は国重要指定
文化財。

青葉おでん横丁
昭和40年代のレトロな
雰囲気が漂う屋台街。静
岡おでんの屋台十数件
が並ぶ。

静岡銀行本店
本店営業部として昭和６
年に建設。ドリス式円柱
や石造りの重厚な外観
が印象的。

駿府城公園東御門
大御所・家康が晩年を過
ごした駿府城の東御門
を復元。内部の見学も可
能。

静岡浅間神社
駿河国総社として古くか
ら信仰を集める神社。総
漆塗り極彩色の社殿群
は壮観。

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

二軒家

至 静岡→

東　
海　
道

丸子紅茶

本陣跡

お七里役所丁子屋

駿府匠宿

吐月峰柴屋寺

小さな美術館

クラフトコンサート

待月楼

CYABEYA さくら

丸子峠鯛焼き屋

大鈩不動尊

誓願寺

ピッツェリア
イル ブローロ

Cafe jaboticaba

松坂屋静岡店

葵タワー

静岡PARCO

小櫛神社

徳川慶喜邸跡
浮月楼

おでん横丁

静岡おでん街

宝台院

たがた

御人形處 左京

常磐公園

静岡伊勢丹

静岡市役所
葵区役所 ペガサート

静岡音楽館AOI

丸井静岡店

SHIZUOKA109

新静岡駅

日吉町駅

新静岡セノバ

静岡観光
コンベンション協会

静岡県庁

おでんおがわ どらやきの
河内屋

静岡銀行本店

仁志乃
茶町名碑

A VOTRE SANTE

茶町KINZABURO

BEER GARAGE
AOI BROWING

静岡浅間神社

静岡浅間神社
参道入口

静岡茶市場

巽櫓

東御門
坤櫓

駿府城跡

紅葉山公園
駿府城公園

JR
静岡
駅

昭和町

交番前

-3

駅北ロータリー

青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

東海
道新
幹線

東海
道本
線

両替町通り

呉服町通り

府中宿丸子宿

宇津ノ谷峠

市街地～丸子・用宗

オクシズほかオクシズほか

至 丸子
→

←至
 藤枝

市

東　海
　道

つたの細道公園

宇津ノ谷
入口バス停

慶龍寺

きしがみ
御羽織屋

ものづくり今昔
ななみ

つた
の細
道

平
成
宇
津
ノ
谷
ト
ン
ネ
ル

明
治
の
ト
ン
ネ
ル

大
正
の
ト
ン
ネ
ル
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開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

和CAFÉ茶楽（清水区興津本町158-1）
　駐車場あり（10台）／　JR「興津」徒歩8分
　しずてつ三保山手線「興津不動前」徒歩すぐ
前日午前中まで
1,500円（お茶当てクイズ&CAFÉ利用料＋お土産付）
定員10名(最少催行人数２名)
お好みの茶葉20グラムのお土産付き
お申し込みの際に、お名前、参加人数、参加希望日、当日連絡の取れる
携帯番号をお知らせください

集合場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

JR「静岡」駅前交番前（葵区黒金町45番地の４）
　駐車場なし／　JR「静岡」徒歩1分
　しずてつ各路線「静岡駅前」徒歩１分
１週間前まで　
12,000円（試飲代・昼食代・ジャンボタクシー代・見学料・ガイド料）
定員８名(最少催行人数５名)
服装：歩きやすい靴でご参加ください／香りの強い化粧等はご遠慮ください。
9:20に集合し9:30には出発しますので遅れないようにご参加ください。
お酒を飲みますので、未成年の方の参加と車での来場はご遠慮ください。

長島酒店二代目店主として、日々お客様の笑顔を願いながら県内外の地酒の試飲を重ねる。
長島酒店 社長：長島隆博

静岡県酒造組合会長を務める。
「現代の名工」に選ばれた杜氏・山影純悦氏とともに銘酒「正雪」を世に送り出す。

株式会社神沢川酒造場 社長：望月正隆

公式Webサイト 又は 千代田タクシー・旅タクツアー ☎054ｰ297ｰ5234お申込み先

2/25（土） 9:20-15:30

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

かんぶつスイーツ＆カフェ コマメ（清水区真砂町6-25）
　駐車場あり（有料）／　JR「清水」徒歩３分
１週間前まで　
2,500円
定員10名(最少催行人数2名)

中学校の相談員などを経て公募で乾物屋の後継者へ。毎月乾物料理教室を開催、一昨
年にはカフェもオープン。

蒲原屋３代目：しんやことみ

仏教や禅を少しでもわかりやすく多くの方に伝えようとお寺の内外やWebで活動中。
元中学校理科教諭の理系僧侶。

東光寺副住職：横山友宏

2/4（土）・3/4（土） 10:30-12:30

案 

内 

人

集合場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

静岡駅北口ロータリー内郵便局前（葵区黒金町地先）
　JR「静岡」徒歩１分
１週間前まで　
大人：4,０00円
定員１５名(最少催行人数10人)
お車でお越しの方は、丁子屋第二駐車場に駐車（9：45集合）
受付時にご予約ください。

地震・地質の専門家　工学博士　特別上級技術者
地質解説 塩坂邦雄

江戸時代より続くとろろ汁屋「丁子屋」14代目
とろろ汁 柴山広行

丸子在住　茶農家　二六流紅茶製造方法開発者　　
丸子紅茶 村松二六

公式Webサイト 又は 丁子屋 ☎054-258-1066お申込み先

2/4（土） 9:30-15:00

案 

内 

人

1925年創業の茶問屋、茶楽（有）山梨商店の代表取締役。第29回全国茶審査技術競
技会、静岡県代表。県内30余軒の契約農家を仕入れ先に茶問屋を営む傍ら、静岡茶と
甘味、抹茶スイーツのお店「和CAFÉ茶楽」を運営。

山梨晴正（やまなしはるまさ）

メール cafe@chaluck.jp または 和CAFÉ茶楽 ☎054-369-2301　お申込み先

2/3（金）▶3/5（日） 毎週月、木、金 14:00-15:30・毎週土、日 10:00-11:30　

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

由比生涯学習交流館　調理実習室（清水区由比北田457-1）
　駐車場あり／　ゆいばす「由比生涯学習交流館前」徒歩１分
　富士急バス「由比北田」徒歩１分／　JR「由比」徒歩25分
１週間前まで
3,000円
定員20名（最少催行5名）
持ち物：エプロン・三角巾・布きん

由比料理旅館組合は現在９軒。『桜えび』が有名になり、お客様も全国からお見えい
ただいています。今回は各店の定休日を利用しての初の試みで、ワクワク・ドキドキし
てます。どの店主も”由比愛”にあふれてまーす！

由比料理旅館組合

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付 お申込み先手打ち蕎麦たがた ☎054ｰ250ｰ8555お申込み先

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先

2/6（月）・2/21（火） 10:00-13:00

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

手打ち蕎麦たがた（葵区常磐町2-6-7）
　駐車場あり（３台）／　JR「静岡」徒歩12分
　静鉄「新静岡」徒歩11分
１週間前まで
お酒２種付 6,000円／お酒なし 5,000円
定員20名(最少催行人数10名）

1968年静岡市生まれ。魚屋、JAF勤務を経て、2004年2月静岡市葵区常磐町に「手
打ち蕎麦たがた」オープン。オクシズ在来作物連絡協議会会長、静岡在来そばブラン
ド化推進協議会代表。

手打ち蕎麦たがた 店主：田形治

2/5（日） 18：00-20：00　

案 

内 

人

02
お
ん
ぱ
く
限
定
公
開
！　

『
正
雪
』神
沢
川
酒
造
場
蔵
元
タ
ク
シ
ー
ツ
ア
ー

静
岡
県
の
蔵
元
と
し
て
初
め
て
『
現
代

の
名
工
』
に
選
ば
れ
た
杜
氏
・
山
影
純

悦
氏
と
彼
が
率
い
る
蔵
人
達
が
、
神
沢

川
の
清
澄
な
水
と
そ
の
卓
越
し
た
技
量

か
ら
作
り
出
す
銘
酒
『
正
雪
』
を
直
に

味
わ
う
。
今
回
の
蔵
元
ツ
ア
ー
は
、
普

段
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
酒
づ
く
り

の
現
場
見
学
や
、
社
長
に
よ
る
お
話
を

聞
け
る
ま
た
と
な
い
機
会
。

お
話
を
聞
い
た
あ
と
は
、い
よ
い
よ

『
正
雪
』
の
試
飲
タ
イ
ム
！　

製
法
に

よ
り
異
な
る
お
酒
の
個
性
を
た
っ
ぷ
り

と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。こ
の
ほ
か
に
も
、

由
比
の
誇
る
名
品
・
名
所
を
地
元
な
ら

で
は
の
お
話
を
交
え
て
ご
案
内
し
ま
す
。

04
座
禅
&
カ
フ
ェ
ラ
ン
チ

友
引
喫
茶
で
イ
ス
座
禅
〜
健
や
か
な
心
と
身
体
〜

清
水
駅
前
銀
座
商
店
街
に
あ
る
乾
物
店

の
「
蒲
原
屋
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

カ
フ
ェ
・
コ
マ
メ
で
行
わ
れ
る
、
東
光

寺
（
清
水
区
横
砂
）
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

〝
友
引
喫
茶
〞
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

で
き
る
『
イ
ス
座
禅
』
で
、
心
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

気
分

が
す
っ
き
り
し
た
あ
と
は
、
蒲
原
屋
自

慢
の
い
ろ
い
ろ
な
『
か
ん
ぶ
つ
』
を

使
っ
た
、
エ
コ
で
体
に
や
さ
し
い
ラ
ン

チ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
健
康

的
な
暮
ら
し
へ
の
第
一
歩
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？　

参
加
者
の
み
な
さ
ん

に
、
料
理
の
レ
シ
ピ
と
東
光
寺
特
製
禅

語
絵
葉
書
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

06
「
な
ぜ
丸
子
の
名
物
は
と
ろ
ろ
汁
な
の
か
？
」

そ
の
秘
密
を
地
質
学
か
ら
考
え
る

江
戸
時
代
の
丸
子
宿
に
は
、
十
数
軒
の

と
ろ
ろ
汁
屋
が
あ
り
、
松
尾
芭
蕉
や
東

海
道
中
膝
栗
毛
な
ど
の
文
学
作
品
に
も

名
物
と
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
質
学
博
士
と
共
に

丸
子
の
地
層
を
探
索
し
、
歌
川
広
重
の

東
海
道
五
十
三
次
の
浮
世
絵
に
描
か
れ

た
そ
の
場
所
で
、
今
も
と
ろ
ろ
汁
屋
を

営
み
創
業
4
2
0
年
を
迎
え
る
丁
子
屋

14
代
目
と
一
緒
に
と
ろ
ろ
汁
を
作
っ
て

食
べ
、
日
本
紅
茶
の
発
祥
の
地
丸
子
で

紅
茶
生
産
を
復
活
さ
せ
た
名
人
の
お
話

を
聞
き
な
が
ら
丸
子
紅
茶
を
味
わ
う
、

丸
子
な
ら
で
は
の
体
験
型
ツ
ア
ー
で

す
。

01 食

食

茶
匠
に
習
う
静
岡
茶
当
て
ク
イ
ズ
&

抹
茶
ス
イ
ー
ツ
C
A
F
É

山
と
海
に
囲
ま
れ
、自
然
の
恵
み
あ
ふ
れ
る
静
岡

老
い
も
若
き
も
、お
い
し
い
も
の
が
大
好
き

豊
か
な
山
海
の
幸
は
豊
か
な
心
を
育
み
ま
す

桜
え
び
に
舌
鼓
を
打
っ
て
、

お
茶
を
飲
ん
で
ほ
っ
と
一
息

彩
り
に
満
ち
た
静
岡
の
食
を
め
し
あ
が
れ

静
岡
茶
を
飲
み
比
べ
し
た
あ
と
に
、
茶

問
屋
特
選
の
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
を
味
わ
う

茶
問
屋
提
供
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
静

岡
茶
当
て
ク
イ
ズ
で
は
、
案
内
人
の
簡

単
な
解
説
の
あ
と
、
５
種
類
の
静
岡
茶

を
『
拝
見
茶
椀
』
と
い
う
鑑
定
用
の
茶

碗
に
茶
葉
を
の
せ
、
見
た
目
や
香
り
か

ら
お
茶
の
産
地
を
当
て
て
い
き
ま
す
。

抹
茶
ス
イ
ー
ツ
は
「
和
C
A
F
É
茶

楽
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
か
ら
お
好
み

の
ス
イ
ー
ツ
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
静

岡
茶
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
短
時
間
で
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の

で
、
興
津
散
策
と
一
緒
に
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

03
駿
河
湾
の
た
か
ら
も
の『
し
ず
ま
え
鮮
魚
』　

プ
ロ
の
技
と
一
緒
に
い
た
だ
こ
う

由
比
と
言
え
ば
『
桜
え
び
』
。
中
で
も

桜
え
び
の
か
き
揚
げ
は
サ
ク
サ
ク
で
香

ば
し
く
、
お
う
ち
で
も
食
べ
た
い
一
品

で
す
。
で
も
、
か
き
揚
げ
に
す
る
の
が

自
信
が
な
い
…
と
い
う
あ
な
た
。
大
丈

夫
！　

サ
ク
ッ
と
で
き
る
か
き
揚
げ
の

コ
ツ
を
、
地
元
の
飲
食
店
や
旅
館
の
プ

ロ
が
教
え
ち
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
覚
え
て
み
て
は
？　

由
比
は
地
魚
も
豊
富
。
そ
の
日
に
水
揚

げ
さ
れ
た
魚
を
さ
ば
い
て
、
お
刺
身
に

も
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
！　

桜
え
び
の
炊

き
込
み
ご
は
ん
と
と
も
に
駿
河
湾
の
宝

物
『
し
ず
ま
え
鮮
魚
』
を
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。

05
幻
の
蕎
麦
食
べ
比
べ　

究
極
の
蕎
麦
会

@
手
打
ち
蕎
麦
た
が
た

希
少
す
ぎ
て
普
段
の
営
業
で
は
お
出
し

で
き
な
い
、
全
国
か
ら
集
め
た
幻
の
蕎

麦
な
ど
を
食
べ
比
べ
る
贅
沢
な
蕎
麦
の

会
で
す
。

蕎
麦
前
（
お
つ
ま
み
と
お
酒
）
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
あ
と
、
蕎
麦
好
き
な
ら

ば
食
べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
５
種
類
の

『
究
極
の
蕎
麦
』
を
手
繰
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
店
主
・
田
形
の
熱
い
蕎
麦
の

お
話
付
！　

お
酒
を
飲
ま
な
い
方
に

は
、
熟
成
茶
な
ど
の
こ
だ
わ
り
の
お
茶

を
ご
用
意
し
ま
す
。

『
究
極
の
蕎
麦
』
を
楽
し
め
る
ま
た
と

な
い
機
会
、
蕎
麦
好
き
の
ア
ナ
タ
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Photo:イメージ
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開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

蒲原の味処 よし川（清水区蒲原3-5-18）
　駐車場あり（20台）／　JR「新蒲原」徒歩５分
１週間前まで　
5,000円
定員15名(最少催行人数5名)

2/7（火） ①13:00-14:30 ②19:00-20:30
開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

手打ち蕎麦たがた（葵区常磐町2－6－7）
　駐車場あり（３台）／　JR「静岡」徒歩12分／　静鉄「新静岡」徒歩11分
前日まで（但し定員になりましたら募集終了とさせていただきます）
5,000円（お酒付き）
24名（最小催行人数10名）
お酒を飲まれる方限定でお願いします。勿論、蕎麦アレルギーの方も残
念ながらご参加できません。

2/26（日） 18:00～20:00
開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

小柳津清一商店 本社（駿河区向敷地1198-1）
　駐車場あり／　しずてつ牧ヶ谷線「向敷地上」徒歩１分
１週間前まで
2,000円　　
定員15名(最少催行人数５名)

地元静岡の特産品に関する仕事に就きたいという思いから茶業に携わりもうすぐ２０
年。現在は広報に関する業務を行っています。 今回は堅苦しい礼儀作法は抜きで、誰
でも楽しんでいただけるお茶の淹れ方や魅力をたっぷりとご案内させていただきます。

小柳津清一商店 横山武司案 

内 

人

1968年静岡市生まれ。魚屋、JAF勤務を経て、2004年2月静岡市葵区常磐町に「手打
ち蕎麦たがた」オープン。2015年ミラノ万博静岡県代表料理人トリオの一人。世界の蕎
麦を愛し、日本蕎麦が世界に広がることを夢に日夜奮闘中。

手打ち蕎麦たがた 店主：田形治案 

内 

人 蒲原の味処　よし川女将と板前２名。蒲原で創業６０有余年、老舗を支えたスタッフ
一同で皆様のご参加お待ちしております。

吉川千鶴子、鎌田貞雄、森山修案
内
人

2/4（土）・2/18（土）・2/25（土）・3/4（土） 10:00-12:00

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

水谷商店（清水区蒲原4-23-24）
　駐車場あり／　JR「新蒲原」徒歩４分
５日前まで
1,200円
定員６名(最少催行人数３名)

大正10年創業。選び抜かれたこだわりの煮干しを原料に、昔ながらの製法を守り続
けている削りぶし・桜えび製造直売の老舗です。かけたり混ぜたりで手間いらず、おか
ずいらずのいわし削りぶしの魅力をたっぷりとお伝えします。

５代目 水谷昌平・水谷久美子

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先

手打ち蕎麦たがた ☎054ｰ250ｰ8555お申込み先

開催場所

募集〆切
参加料金

実施人数
備 考

ゆい桜えび館（清水区由比672-1）
　駐車場あり／　JR「由比」「蒲原」徒歩20-30分
１週間前まで　
1,500円（ご飯、みそ汁、生桜えび、揚げ桜えび、削り節のお土産、「おも
しろ宿場館」入場料金含む）
定員20名(最少催行人数10名)
東海道由比宿の散策（自由参加）も行いますので雨天時は傘などをお
持ち下さい。

ダシ・削り節・乾物など多数販売している老舗の削り節屋です。スーパーなどにも卸していますよ。
味のカクサ

桜えびはもちろん、桜えびのおせんべい、佃煮、などを販売している桜えびづくしの観光施設。
ゆい桜えび館

2/5（日）・2/12（日）・2/19（日）・2/26（日）・3/5（日） 10:00-11:30

公式Webサイト 又は ゆい桜えび館 ☎054-375-2448お申込み先

公式Webサイト 又は 小柳津清一商店 ☎054ｰ259ｰ6775お申込み先公式Webサイト 又は 蒲原の味処 よし川 ☎054-385-2524お申込み先

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

ガイアフロー静岡蒸溜所（葵区落合555）
　しずてつ安倍線「奥の原」徒歩５分
１週間前まで
5,000円　　
定員８名(最少催行人数4名）
お酒を飲みますので、未成年の方の参加と車での来場はご遠慮ください。
〈行き〉しずてつ安倍線 上落合行「静岡駅前」 12：21
〈帰り〉しずてつ安倍線 静岡駅行「奥の原」17：13

ウイスキーにまつわるアレコレを、初めての方にもわかりやすくご案内します。ウイスキーと
はどんなお酒なのか、どんな飲み方があるのか、実際にテイスティングをしながら楽しい時
間をお過ごしください。

ガイアフロー静岡蒸溜所 所長：中村大航案 

内 

人

3/5（日） 14:00-16:00

公式Webサイトお申込み先

2/16（木）・2/23（木） 10:30-12:00

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

和楽（駿河区丸子3337）
　駐車場あり／　しずてつ中部国道線「吐月峰駿府匠宿入口」徒歩７分
１週間前まで
2,000円
定員5名（最少催行2名）

とにかくお茶でおもてなしするのが大好きな日本茶インストラクター。お茶を通しての
出会い、発見、ご縁…いろんなことを毎回大切にしています。今回初挑戦の紅茶で、ま
た新たな世界を皆さんと体感したいです。

松村恭子

2/11（土・祝）・2/18（土）・2/22（水）・3/5（日） ①11:00-12:00 ②15:00-16:00

案 

内 

人

水
揚
げ
1
0
0
%
！

世
界
で
静
岡
で
し
か
水
揚
げ
さ
れ
な
い
﹁
桜
え
び
﹂

topic

1

漁の確認（音声ガイド） 054-376-0439（由比港漁業協同組合）

日
本
一
深
い
駿
河
湾
の
も
た
ら
す
海

の
め
ぐ
み
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ

が
桜
え
び
。

桜
え
び
は
水
深
2
0
0
m
〜

3
0
0
m
と
い
う
深
海
に
生
息
し
て

い
る
た
め
、日
本
国
内
で
は
環
境
の

整
っ
て
い
る
静
岡
県
・
駿
河
湾
で
し

か
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

桜
え
び
漁
は
、３
月
中
旬
か
ら
６
月
初

旬
の
春
漁
と
、10
月
下
旬
か
ら
12
月
下

旬
の
秋
漁
の
年
２
回
行
な
わ
れ
、水
揚

げ
さ
れ
た
桜
え
び
は
富
士
川
の
河
川

敷
で
天
日
干
し
さ
れ
ま
す
。漁
の
翌

日
、晴
天
で
あ
れ
ば
富
士
山
を
背
に
桜

え
び
の
ピ
ン
ク
の
絨
毯
が
広
が
る
景

色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10
目
か
ら
う
ろ
こ
！
　
美
味
し
さ
新
発
見
!

桜
え
び
フ
ル
コ
ー
ス

桜
え
び
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
き
た
い
！　

と
い
う
思
い
か
ら
、
桜

え
び
の
魅
力
を
再
認
識
・
再
発
見
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
３
月
下

旬
か
ら
は
じ
ま
る
桜
え
び
春
漁
を
目
前

に
控
え
、
か
き
揚
げ
や
釜
揚
げ
な
ど
の

一
般
的
な
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
桜
え
び

を
使
っ
た
新
し
い
お
料
理
も
お
披
露
目

し
ま
す
。
ま
た
、
よ
し
川
ス
タ
ッ
フ
の

桜
え
び
に
関
す
る
豆
知
識
を
聞
い
た

り
、
板
前
に
よ
る
桜
え
び
料
理
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
覧
い
た
だ
き

な
が
ら
、
桜
え
び
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
味

わ
い
ま
す
。
お
み
や
げ
に
は
よ
し
川
オ

リ
ジ
ナ
ル
簡
単
桜
え
び
レ
シ
ピ
付
き
！

12
世
界
に
広
が
る
蕎
麦
の
魅
力
！

お
酒
と
楽
し
む
世
界
の
蕎
麦
料
理

「
蕎
麦
料
理
と
い
っ
た
ら
日
本
の
蕎

麦
」
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
の
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
蕎

麦
料
理
は
世
界
中
で
親
し
ま
れ
て
い
る

メ
ニ
ュ
ー
な
ん
で
す
！　

お
ん
ぱ
く
だ

け
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

世
界
の
蕎
麦
料
理
を
お
酒
と
一
緒
に
楽

し
む
組
み
合
わ
せ
を
ご
提
案
。
ガ
レ
ッ

ト
×
シ
ー
ド
ル
、
リ
ゾ
ッ
ト
×
白
ワ
イ

ン
、
チ
ー
ズ
そ
ば
が
き
×
赤
ワ
イ
ン

e
t
c
…
何
が
出
る
か
は
当
日
の
お
楽

し
み
！　

世
界
の
味
を
楽
し
ん
だ
ら
、

締
め
は
や
っ
ぱ
り
日
本
の
お
蕎
麦
と
静

岡
の
地
酒
で
。
世
界
中
の
蕎
麦
の
楽
し

み
方
、
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

09

食

静
岡
蒸
溜
所
特
別
先
行
公
開
！

ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ん
で
巡
る
東
海
道
五
十
三
次

ウ
イ
ス
キ
ー
の
楽
し
み
方
は
人
に
よ
っ

て
千
差
万
別
で
す
。

今
回
は
東
海
道
五
十
三
次
の
浮
世
絵
を

ラ
ベ
ル
に
使
用
し
た
特
別
な
ス
コ
ッ
チ

ウ
イ
ス
キ
ー
を
ご
用
意
し
ま
す
。
一
般

公
開
前
の
ガ
イ
ア
フ
ロ
ー
静
岡
蒸
溜
所

の
真
新
し
い
試
飲
室
で
、
ス
コ
ッ
チ
ウ

イ
ス
キ
ー
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。
所
長
の
中
村
大
航
が
案
内
人

と
な
り
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
味
わ
い
方
や

ラ
ベ
ル
に
隠
さ
れ
た
秘
密
な
ど
を
、
実

際
に
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
な
が
ら
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

ウ
イ
ス
キ
ー
の
味
わ
い
の
豊
か
さ
、
奥

深
さ
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

08
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
教
室
　

ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な
が
ら
ど
う
ぞ

日
本
人
に
は
馴
染
み
の
深
い
日
本
茶
。

身
近
な
飲
み
物
で
す
が
「
正
し
い
お
茶

の
淹
れ
方
を
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
」
、
「
今
更
誰
か
に
聞
く
の
も

ち
ょ
っ
と
気
ま
ず
い
」
な
ん
て
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
お
茶
の
プ

ロ
が
正
し
い
淹
れ
方
の
ほ
か
、
お
茶
の

特
徴
・
魅
力
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
ま

す
。
ま
た
、
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の
お
茶
作
り
体
験

も
で
き
ま
す
。
地
元
静
岡
で
人
気
の
お

店
『
雅
正
庵
』
で
取
り
扱
う
美
味
し
い

抹
茶
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な
が
ら
お
茶
に

つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

07
創
業
明
治
20
年
、伝
統
の
削
り
節
屋
で
体
験
!
　

削
り
、ダ
シ
と
り
、食
べ
比
べ
!

最
近
で
は
自
分
で
削
る
こ
と
の
少
な
く

な
っ
た
削
り
節
。
カ
ン
ナ
を
使
っ
た
削

り
体
験
か
ら
、
削
り
た
て
の
鰹
節
・
鰯

節
を
ご
飯
に
か
け
て
の
食
べ
比
べ
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
削
り
節
で
だ
し
を
取
っ
た

み
そ
汁
の
飲
み
比
べ
を
し
ま
す
。
し
か

も
削
り
節
の
お
土
産
付
き
！　

さ
ら
に

は
由
比
特
産
の
桜
え
び
を
目
の
前
で
豪

快
に
揚
げ
る
『
桜
え
び
天
ぷ
ら
』
も
ご

披
露
し
ま
す
。
創
業
明
治
20
年
の
「
味

の
カ
ク
サ
」
「
ゆ
い
桜
え
び
館
」
が
、

通
常
バ
ス
ツ
ア
ー
の
み
に
行
っ
て
い
る

企
画
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
て
、
駿
河

東
海
道
お
ん
ぱ
く
限
定
で
や
っ
ち
ゃ
い

ま
す
！

11
手
間
暇
か
け
た
一
品
を
五
感
で
味
わ
う
!

蒲
原
い
わ
し
削
り
ぶ
し

蒲
原
人
の
手
の
器
用
さ
を
生
か
し
て
手

間
暇
か
け
た
い
わ
し
削
り
節
は
、
昔
か

ら
『
お
か
ず
い
ら
ず
の
お
か
ず
』
と
し

て
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
軒
一
軒
が
こ
だ
わ
り
の
製
法
で
作
る

削
り
節
は
、
ま
さ
に
蒲
原
自
慢
の
一

品
。
今
回
は
、
水
谷
商
店
自
慢
の
技
を

特
別
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
普
段
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
煮
干
か
ら
削

り
節
に
な
る
ま
で
の
工
程
を
ご
覧
い
た

だ
い
た
あ
と
は
、
で
き
た
て
の
削
り
節

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ラ
ン
チ
で
お
も

て
な
し
！　

本
物
の
削
り
節
を
見
て
、

感
じ
て
、
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
！

13
こ
だ
わ
り
の
紅
茶
と
ス
イ
ー
ツ
で
お
も
て
な
し

ウ
イ
ス
キ
ー
香
の
紅
茶
っ
て
？

こ
こ
丸
子
は
和
紅
茶
発
祥
の
地
。
和
紅

茶
と
言
っ
て
も
そ
の
世
界
は
奥
が
深
い

も
の
で
す
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
歴
史
あ
る

紅
茶
と
斬
新
な
紅
茶
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅

力
を
堪
能
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
選
り
す
ぐ

り
の
紅
茶
３
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
お
茶

に
ぴ
っ
た
り
な
ス
イ
ー
ツ
で
お
も
て
な

し
い
た
し
ま
す
。

丸
子
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
る
一
角
に
あ

る
古
民
家
で
、
お
茶
を
通
し
て
い
ろ
ん

な
こ
と
を
『
結
ぶ
』
の
が
大
好
き
な
案

内
人
と
至
福
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

府中宿 由比宿蒲原宿

蒲原宿 丸子宿府中宿

丸子宿
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開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

bloom by 3rdplace（清水区蒲原新田1-15-23）  
　駐車場あり／　JR「新蒲原」徒歩10分
１週間前　
3,000円（食事・コーヒー・デザート・お土産付き）
定員5名(最少催行人数2人)
香りが強い香水はご遠慮下さい

開催場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

由比本陣公園（清水区由比297-1）
　駐車場あり／　JR「由比」徒歩25分
東海道由比宿交流館室内にて実施
１週間前まで　
1組2,000円（自分で手作りナン4人前、ツナ缶3種、厳選缶詰セット付）
６組(最少催行人数１組)
持ち物：エプロン、三角巾

2/11（土・祝）・2/12（日） ①10:00- ②11:00- ③12:00- ④13:00- ⑤14:00- 各回１時間

静岡市の地域デザインカレッジで「由比」を調査した３人が、ＮＰＯふれあい由比さん
とコラボ!!　桜えびのイメージが強い由比の名物ですが、負けずとも劣らない美味し
さをわかってもらうべく、ご案内いたします。ぜひ、いろいろ味わってみてください！

久保田博音、稲葉倫子、落合久信案 

内 

人

公式Webサイト 又は 浅間神社会館 ラフィーネ・浅間 ☎054ｰ246ｰ0555お申込み先

東海道由比宿交流館 ☎054-375-5166（月曜休館）お申込み先 公式Webサイト 又は bloom by 3rdplace ☎054ｰ368ｰ4674（火曜定休）お申込み先

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

「寿司会席」　寿し市（葵区人宿町1-3-17）
　駐車場あり（有料）／　静鉄「新静岡」徒歩12分／　JR「静岡」徒歩13分
「とらふぐ」　割烹三日月（葵区七間町13-13）
　駐車場あり（有料）／　静鉄「新静岡」徒歩11分／　JR「静岡」徒歩11分
開催日３日前まで
5,000円　　
定員15名(最少催行人数10名)
申込み後万が一キャンセルする場合は、「しずまえ鮮魚寿司会席」は開
催日前日まで、「しずまえ天然とらふぐミニコース」は開催日3日前までに
お願いします。それ以降はキャンセル料（半額／全額）が発生します。

しずまえ鮮魚の魅力を発信する『しずまえ鮮魚応援団』の２人。多くの人にしずまえ鮮魚の美味しさを
知ってもらうため、精力的に活動しています。『しずまえ』が新しい静岡市のブランドになるまで頑張ります。

寿し市 井木裕、割烹三日月 柴田孝之案
内
人

「寿司会席」 2月の毎日曜日・「とらふぐ」 2月の毎土曜日 14:00-16:00

寿し市 ☎054-252-0456　割烹三日月 ☎090-7691-6542
※「おんぱく」の申込みであることを伝えて下さい。お申込み先

集合場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

浅間神社会館 ラフィーネ・浅間（葵区宮ヶ崎町102-1）　
　駐車場あり／　しずてつ中原池ヶ谷線「赤鳥居浅間神社入口」徒歩１分
１週間前まで
着物 3,240円／振袖 5,400円
定員30名(最少催行人数1名)
約３時間の自由散策／持ち物：足袋・防寒用のVネックシャツ（着物を着
ますので丸首不可）
※足袋：大人＠860円・子ども＠540円にて販売あり／婚礼などの都合
により開催できない日もあります。

浅間神社会館で婚礼・七五三・成人式などの着付を行っている和装のプロ集団がお
着付けを担当させていただきます。お気軽にお立ち寄りください。

浅間神社会館 ラフィーネ・浅間

2/3（金）▶3/5（日） 10:00-17:00 （内3時間） ※最終受付14：00

公式Webサイト 又は 茶町KINZABURO ☎054ｰ252ｰ2476お申込み先

集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

静岡茶市場（葵区北番町94）
　駐車場あり／　しずてつ井ノ宮線「静岡厚生病院」徒歩２分
小雨決行
１週間前まで
2,000円
定員40名(最少催行人数５名)
約２km歩きます

しずおか茶の町コンシェルの会長。テレビチャンピオンお茶通王でもある。お茶の町に
観光客を呼び込むため、しずおか茶の町コンシェルを創設。観光＝感幸を合言葉に、
お茶で幸せを感じていただく『事』作りに邁進中。

前田 冨佐男

2/25（土） 13:00-16:30

案
内
人

案 

内 

人

集合場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

小坂公民館（駿河区小坂2118）
　駐車場なし／　しずてつ丸子小坂線「小坂公民館前」徒歩０分
１週間前まで
2,500円（食事代、ガイド料、保険料含む）
定員20名（最少催行人数10名）
約1時間（2㎞）程度の散策／雨天は散策コースを変更する場合あり／
食事は語り部レストラン「華」（駿河区小坂1673）

ヤマトタケルゆかりの地に茶店を開いて20年。子供のころから伝え聞く郷土の歴史
を語り継ぐ郷土史家です。

成澤政江案 

内 

人

以前から自家焙煎を我流で行っていましたが、2015年2月焼津の名店「ジハン」に師事。
同10月自家焙煎珈琲豆の販売・宅配を開始。丁寧なハンドピックと焙煎により、雑味の
少ない珈琲が信条。新鮮なお豆を、朝刊と共にお届けしています。

河西新聞店・河西 健案 

内 

人

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付　お申込み先

歩

古
く
か
ら
人
が
行
き
交
う
東
海
道

宿
場
、湊
、城
下
町
、門
前
町
…

積
み
重
ね
た
と
き
の
長
さ
が
、そ
の
ま
ち
の
物
語

ひ
と
た
び
ま
ち
を
あ
る
け
ば
、

新
し
い
発
見
が
す
ぐ
そ
こ
に

あ
る
き
方
の
数
だ
け
、

見
え
る
景
色
が
あ
り
ま
す

17
由
比
本
陣
で
由
比
の
特
産
品

「
お
い
し
い
缶
詰
」に
出
会
お
う
！

由
比
に
は
缶
詰
工
場
が
３
つ
も
あ
り
ま

す
。
㈱
由
比
缶
詰
所
、
い
な
ば
食
品

㈱
、
㈱
ホ
テ
イ
フ
ー
ズ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
。
３
社
の
商
品
に
は
、
某
T
V

番
組
の
人
気
缶
詰
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
０
０

位
中
10
位
内
を
占
め
て
い
る
商
品
が
あ

り
ま
す
。
美
味
し
さ
は
全
国
民
の
お
墨

付
！　

今
回
は
各
社
の
ツ
ナ
缶
か
ら
ナ

ン
に
合
う
自
慢
の
缶
詰
を
セ
レ
ク
ト
。

手
作
り
ナ
ン
を
一
緒
に
焼
い
て
「
缶
詰
」

に
デ
ィ
ッ
プ
し
て
食
べ
比
べ
、
お
気
に

入
り
の
缶
詰
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
♪

ナ
ン
の
材
料
は
２
人
前
ず
つ
袋
に
分
け

て
あ
る
の
で
食
べ
る
分
だ
け
焼
い
て
残

り
は
お
持
ち
帰
り
Ｏ
Ｋ
。

16

歩 食

こ
ん
な「
し
ず
ま
え
」も
あ
っ
た
！ 

お
す
す
め
し
ず
ま
え
鮮
魚
を
味
わ
う

静
岡
市
の
前
浜
を
指
す
「
し
ず
ま
え
」
。

市
内
３
つ
の
港
（
由
比
漁
港
、
清
水
港
、

用
宗
漁
港
）
で
揚
が
る
「
し
ず
ま
え
鮮

魚
」
を
使
っ
た
美
味
し
い
お
料
理
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
日
揚
が
っ
た

し
ず
ま
え
鮮
魚
と
オ
ク
シ
ズ
野
菜
を
使
っ

た
寿
司
会
席
と
地
酒
２
種
の
セ
ッ
ト
、
あ

る
い
は
し
ず
ま
え
の
天
然
と
ら
ふ
ぐ
を

使
っ
た
駿
河 

東
海
道
お
ん
ぱ
く
オ
リ
ジ

ナ
ル
ミ
ニ
コ
ー
ス
、
ど
ち
ら
か
の
し
ず
ま

え
レ
シ
ピ
を
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
ご
主
人
の
熱
い
「
し
ず
ま
え
」
話
が

聞
け
る
か
も
!?　

な
お
、
開
催
日
に
よ
っ

て
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
が
違
う
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

18
日
常
の
着
物
を
着
て
府
中
の
宿
散
策
　
　

商
人
ゆ
か
り
の
町
名
を
訪
ね
ま
し
ょ
う

着
物
は
特
別
な
日
の
衣
装
で
は
な
く
、

江
戸
時
代
で
は
普
段
か
ら
着
物
で
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
着
物
姿
で
、

城
下
町
を
散
策
し
ま
せ
ん
か
。
駿
府
の

城
下
町
は
当
時
の
商
い
ご
と
に
町
名
が

付
け
ら
れ
、
茶
町
、
大
工
町
、
呉
服
町
、

紺
屋
町
な
ど
が
今
も
残
っ
て
い
る
ん
で

す
。
お
ん
ぱ
く
期
間
中
、
浅
間
神
社
会

館
で
は
着
物
の
着
付
け
を
行
っ
て
お
り
、

浅
間
神
社
か
ら
歴
史
息
づ
く
駿
府
の
城

下
を
散
策
す
れ
ば
、
気
分
は
プ
チ
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
。
徳
川
家
康
公
愛
用
の
水

筒
で
あ
る
瓢
箪
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
に
ち

な
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
菓
子
「
勝
ふ
く

べ
」
と
お
茶
の
お
も
て
な
し
付
き
。

19
茶
の
町
コ
ン
シ
ェ
ル
と
訪
ね
る

お
茶
香
る
茶
町・茶
市
場・茶
ス
イ
ー
ツ
！

徳
川
家
康
公
が
定
め
た
駿
府
96
ヶ
町
の

ひ
と
つ
で
あ
る
茶
町
は
、
味
の
良
い
里

の
茶
、
香
り
の
良
い
山
の
茶
が
集
積
し
、

こ
れ
ら
の
ブ
レ
ン
ド
（
合
組
）
で
、
日

本
中
に
味
も
香
り
も
良
い
お
茶
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
普
段
な
か
な
か
入
る
こ

と
の
で
き
な
い
静
岡
茶
市
場
の
見
学
と
、

取
引
の
様
子
の
再
現
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

更
に
お
茶
の
香
り
が
す
る
茶
町
の
散
策
、

茶
工
場
見
学
を
、
茶
の
町
コ
ン
シ
ェ
ル

製
作
の
「
茶
の
町
マ
ッ
プ
」
片
手
に
楽

し
み
ま
す
。
ま
た
、
茶
の
町
な
ら
で
は

の
ス
イ
ー
ツ
や
限
定
茶
セ
ッ
ト
も
プ
レ

ゼ
ン
ト
！　

お
茶
の
町
の
歴
史
、
産
業
、

食
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

2/12（日）・2/19（日） 13:00-14:30

2/20（月） 10:00-13:30

15
蒲
原
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
で

河
西
新
聞
店
の
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
講
座
　

蒲
原
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
オ
ー

ナ
ー
の
気
持
ち
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
b
l
o
o
m 

b
y 

3
r
d
p
l
a
c
e
」
と
、
自

家
焙
煎
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
、
朝
刊
と

と
も
に
購
読
者
に
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
す
る
河
西
新
聞
店
が
初
コ
ラ
ボ
。

地
元
特
産
の
食
材
を
使
っ
た
「
駿
河
湾

産
桜
え
び
パ
ス
タ
」
を
召
し
上
が
り
な

が
ら
、
案
内
人
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
講
座

を
行
い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
で

変
わ
る
味
や
香
り
を
実
際
に
体
験
し
て

い
た
だ
き
、
河
西
新
聞
店
自
慢
の
「
自

家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
」
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

14
健
康
長
寿・家
康
公
の
再
現
料
理
を
堪
能

翡
翠
の
滝
見
学
と
小
坂
散
策
付
き

家
康
公
の
健
康
長
寿
の
秘
訣
で
あ
る
食

事
を
10
年
か
け
て
調
べ
、
完
成
さ
せ
た

再
現
料
理
「
家
康
膳
」
。
食
材
や
作
り

方
な
ど
、
説
明
を
聞
く
と
「
な
る
ほ
ど

な
」
と
思
う
健
康
法
が
詰
ま
っ
た
家
康

膳
を
、
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
日
本
坂
は
日
本
の
名
前
の
由
来
に

な
っ
た
と
も
言
わ
れ
、
由
緒
あ
る
古
民

家
や
伝
説
の
滝
、
万
葉
時
代
か
ら
あ
る

道
な
ど
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

小
坂
地
区
を
の
ん
び
り
散
策
し
な
が

ら
、
古
代
の
旅
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま

し
ょ
う
。
忘
れ
て
し
ま
っ
た
昔
の
人
の

知
恵
が
詰
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

丸子宿
府中宿府中宿

府中宿 蒲原宿由比宿
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集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

興津坐漁荘（清水区興津清見寺町115）
　駐車場あり／　JR「興津」徒歩15分
　しずてつ三保山の手線「清見寺」徒歩３分
雨天中止
１週間前まで　
2,500円（衣裳レンタル・クリーニング代、試食代含む）
定員 20名（最少催行人数 5名）
約１km、30分程度歩きます

2/12（日） 10:00-12:00
集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

浅間通り商店街中町側入り口〈大村洋品店前〉（葵区馬場町６）
　駐車場あり（有料）／　しずてつ各路線「中町」徒歩２分
荒天中止（荒天の場合は前日までに連絡）
１週間前まで
3,000円（参拝料、昼食代込、「夢門前歴史帖」付）
定員20名(最少催行人数 10人)
浅間通りは約600ｍ、神社にむかいゆっくり歩きます。神社内に一部登り坂あり。

2/18（土）・3/4（土） 10:00-14:00
集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数

JR「清水」江尻口（清水区真砂町1-1）
　駐車場あり（有料）／　JR「清水」徒歩１分
荒天中止
１週間前まで
1,500円（つまみ食い代金含む）
定員20名(最少催行人数10名)

清水の駅前で育って半世紀を超え、商店街を舞台にまちづくり活動をさせてもらいま
した。鉄火巻き日本一やポートサイドジャズ、ほろ酔いツアーなどを行ってきました。楽
しいまち歩きをプロデュースします。

清水もつカレー総合研究所 所長：野口直秀案 

内 

人

浅間通り界隈の「ぶら門前」をマニアックにご案内して早６年。あべの古書店店主。演劇、
音楽、ラジオ出演とマルチに活躍中。
神社内のご案内は、静岡浅間神社のことならなんでも知ってる宇佐美洋二権禰宜です。

鈴木大治 浅間通り商店街歴史部会案 

内 

人

郷土史研究家・渡邉康弘（早稲田大学院文学研究科卒業、元静岡市役所文化財課勤
務）さんは、興津での「朝鮮通信使」研究の第一人者。「清見寺」の宝物にもくわしく、
歴史にも精通、分かりやすく楽しくお話してくれます。

郷土史研究家 渡邊康弘案 

内 

人

2/3（金）・2/25（土） 14:30-17:00

案 

内 

人

集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

旧五十嵐邸（清水区蒲原3-23-3）
　駐車場あり／　JR「新蒲原」徒歩７分
荒天中止
１週間前まで
大人2,000円 子ども1,000円 （おやつ付き）
定員15名(最少催行人数10名)
約1.5㎞を歩きます／服装：防寒着、歩きやすい靴、服装で。

２０年間活動を続ける「蒲原宿まちなみの会」会長。蒲原宿のまちなみのことなら何
でも知ってる『まちなみマイスター』。自身も国登録有形文化財の家に住んでいる。

吉田ふみ子

公式Webサイト 又は 吉田ふみ子 ☎054ｰ385ｰ2355（夜間のみ18：00以降）お申込み先公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付　　　お申込み先

公式Webサイト 又は 原木肥料店 ☎054ｰ245ｰ2322 （木曜定休）お申込み先

集合場所

雨天対応

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

Sarry's Cafe（ 駿河区広野5-11-15）
　駐車場あり／　しずてつ用宗線「静岡西郵便局 用宗漁港入口」徒歩3分
　JR「用宗」徒歩17分
ノルディックウォーキングは、Sarry's Café店内で座学へ変更。
ランチは予定通り開催。
５日前まで　　　
2,000円（ポールレンタル代、保険料、ランチ代込み）
定員20名(最少催行人数5名)
持ち物：タオル、水分補給用の水、リュックサック又はウエストポーチ
７ｋｍをゆっくり２時間程度。

「もっと心豊かに」「もっと地域を豊かに」をキーワードにスポーツを通したライフスタイル
提案を行いつつ、地域の食や文化との接点を生み出すことで、地域に人が集まるスポーツ
コミュニティの形成を目指し、日々精進中。静岡県ノルディックウォーキング協会理事

スポーツコミニュティネットワークClub Sarry's 代表：仁科斉

2/4（土）・2/8（水）・2/15（水）・2/22（水）・3/4（土） 9:00-13:00

公式Webサイト 又は 野口直秀 ☎090ｰ3578ｰ3068お申込み先公式Webサイト 又は AYUドリーム ☎054ｰ369ｰ1154 （月曜休み）お申込み先

集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

松福園横空き地（駿河区丸子7-7-24）
　駐車場なし／　しずてつ中部国道線「丸子橋入り口」徒歩２分
小雨決行
１週間前まで
500円　　
定員15名(最少催行人数5名)
約１kmをゆっくり歩きます。

静岡市内の歴史史跡、神社仏閣、宿場町の街並など静岡の魅力を観光ボランティア
ガイドとして『あたたかな心のおもてなし』で活動しています。今回は“丸子宿場まつり”
開催に合わせ自然と歴史と文化の宝庫『丸子宿』の魅力をご案内させていただきます。

静岡案内人「駿府ウエイブ」案 

内 

人

2/26（日） ①10:00-11:30 ②11:00-12:30

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付　　お申込み先

3/4（土） 14:00-16:00

案
内
人

集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

JR「用宗」駅前（駿河区用宗城山町4-1）
　駐車場あり（有料）／　JR「用宗」徒歩１分
小雨決行・荒天時は11時Sarry's Café集合（駿河区広野5-11-15車可）・前日連絡
１週間前
大人2,500円 小学生まで1,000円(ガイド.資料.ランチ.保険料込み)
定員30名(最少催行人数20名)
ハイキングの服装、飲料、タオル、リュックなど／約３㎞を1時間30分く
らい歩きます／ランチ後Sarry's Caféで解散

用宗みなとノルディックウォーキングクラブ所属の僕達とポールなしでレッツハイキング！
用宗の青い空、青い海を青いTシャツがトレードマークの2人がご案内します。

日本ノルディックウォーキング協会公認インストラクター 杉山和広 小澤直樹

2/19（日） 9:30-13:00

案
内
人

公式Webサイト 又は 仁科斉 ☎090ｰ7038ｰ7391お申込み先

23
『
朝
鮮
通
信
使
』に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
清
見
寺
」歴
史
講
話
と
町
並
み
散
策

江
戸
時
代
１
６
０
７
年
か
ら
計
12
回
に

渡
っ
て
来
日
し
た
と
さ
れ
る
外
交
使
節

団
「
朝
鮮
通
信
使
」
の
行
列
を
再
現
、

散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

ま
ず
は
、

「
興
津
坐
漁
荘
」
に
て
通
信
使
の
衣
装

に
変
身
し
て
、
清
見
寺
ま
で
朝
鮮
通
信

使
に
な
り
き
っ
て
歩
き
ま
す
。
清
見
寺

で
は
、
郷
土
歴
史
家
・
渡
邊
康
弘
さ
ん

か
ら
、
「
朝
鮮
通
信
使
」
の
歴
史
的
な

お
話
を
伺
い
、
「
興
津
宿
寒
ざ
く
ら
ま

つ
り
」
会
場
も
散
策
し
て
「
興
津
坐
漁

荘
」
に
戻
り
ま
す
。
服
を
着
替
え
て
解

散
後
、
記
録
に
残
る
お
も
て
な
し
料
理

の
「
そ
ば
切
り
」
や
「
三
汁
十
五
菜
」

を
試
食
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
！

25
静
岡
浅
間
神
社
門
前
町
を「
ぶ
ら
門
前
」

修
復
直
後
の
神
社
社
殿
の
特
別
公
開

静
岡
浅
間
神
社
の
門
前
、
浅
間
通
り
商

店
街
で
は
歴
史
部
会
が
活
動
中
。
界
隈

の
歴
史
を
歩
い
て
学
ぶ
「
ぶ
ら
門

前
」
、
今
回
は
「
安
倍
の
市
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
隠
れ
た
伝
承
や
文
化
を
ご

案
内
。
浅
間
神
社
に
は
、
七
つ
の
神
社

が
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
大
歳
御
祖

（
お
お
と
し
み
お
や
）
神
社
の
修
復
が

12
月
に
完
成
。
神
主
さ
ん
の
説
明
付
き

で
、
普
段
は
非
公
開
の
社
殿
に
お
参
り

し
ま
す
。
ラ
ン
チ
は
地
元
食
材
を
大
切

に
す
る
「
あ
く
つ
」
自
慢
の
お
弁
当
を

い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

22

歩

宿
場
祭
り
を
あ
る
く
！ 

地
元
ガ
イ
ド
と
行
く

丸
子
の
歴
史
と〝
軒
先
ぎ
ゃ
ら
り
ー
〞

年
に
一
度
の
丸
子
宿
場
祭
り
！

江
戸
時
代
の
よ
う
に
街
道
を
歩
き
な
が

ら
、
地
元
ガ
イ
ド
の
お
話
を
聞
き
、
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〝
軒
先
ぎ
ゃ
ら
り
ー
〞
と
し
て
沿
線
の

お
宅
に
眠
る
、
歴
史
を
感
じ
る
お
宝
を

披
露
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
歩
く
の
で
、
食
べ
歩
き
も
よ

し
、
寄
り
道
も
よ
し
、
こ
の
日
だ
け
の

丸
子
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ル
で
は
丸
子
在
住
の
日
本
茶
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
松
村
さ
ん
に
よ
る
お
茶

と
お
饅
頭
の
ふ
る
ま
い
も
ご
ざ
い
ま

す
。

21
も
つ
カ
レ
ー
総
研
所
長
が
ご
案
内
！

江
尻
宿
つ
ま
み
食
い
ツ
ア
ー

江
尻
宿
界
隈
で
、
昔
か
ら
地
元
の
人
に

愛
さ
れ
て
き
た
せ
ん
べ
い
、
い
な
り
寿

司
、
は
ん
ぺ
ん
、
わ
さ
び
、
も
つ
カ

レ
ー
な
ど
を
つ
ま
み
な
が
ら
、
老
舗
・

名
店
を
巡
り
ま
す
。

ま
た
、
某
Ｔ
Ｖ
番
組
さ
な
が
ら
に
地
形

や
路
地
な
ど
の
隠
れ
ポ
イ
ン
ト
や
、
江

戸
時
代
の
悲
し
い
恋
を
伝
え
る
塚
、
城

下
町
の
名
残
の
鍛
治
町
な
ど
の
歴
史
ス

ポ
ッ
ト
ま
で
、
江
尻
宿
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と

歩
き
ま
す
。

ま
ち
の
グ
ル
メ
、
歴
史
、
風
土
、
気

風
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
人
た
ち
な
ど
を

総
合
的
に
楽
し
む
ツ
ア
ー
で
す
。

20
食
×
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

用
宗
と
丸
子
を
結
ぶ
地
産
地
消
ラ
ン
チ
交
流
会

２
本
の
専
用
ポ
ー
ル
を
使
用
し
た
『
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
で
、
駿

河
湾
を
臨
む
用
宗
漁
港
か
ら
丸
子
川
流

域
を
巡
り
、
約
７
㎞
の
行
程
を
川
沿
い

の
自
然
豊
か
な
景
色
を
観
賞
し
な
が
ら

楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
気
持
ち
よ
く
体

を
温
め
た
後
は
、
用
宗
港
で
水
揚
げ
さ

れ
た
し
ら
す
や
、
長
田
地
区
の
新
鮮
な

地
場
野
菜
を
使
用
し
た
料
理
、
デ
ザ
ー

ト
、
ド
リ
ン
ク
で
地
産
地
消
ラ
ン
チ
交

流
会
！
心
も
体
も
健
康
に
な
る
ひ
と
と

き
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
初
心
者
の
方
も
歓
迎
。

ぜ
ひ
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

24
蒲
原
宿
の
ま
ち
な
み
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
楽
し
む

「
蒲
原
宿
の
楽
し
い
暮
ら
し
」

江
戸
か
ら
数
え
て
15
番
目
の
宿
場
ま
ち

「
蒲
原
宿
」
に
は
江
戸
か
ら
明
治
、
大

正
、
昭
和
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
が

ま
ち
な
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。
平
成
８

年
か
ら
蒲
原
宿
の
ま
ち
な
み
、
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
る
「
蒲
原
宿
ま
ち
な
み

の
会
」
で
は
、
エ
コ
で
お
し
ゃ
れ
な
宿

場
ま
ち
で
の
暮
ら
し
を
綴
っ
た
冊
子

「
蒲
原
宿
の
楽
し
い
暮
ら
し
」
を
発

行
。
こ
の
冊
子
を
手
に
ま
ち
な
み
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
が
「
宿
場
ま
ち
の
暮
ら

し
」
を
ご
案
内
し
ま
す
。
和
風
ス
イ
ー

ツ
と
お
茶
付
き
。

26
用
宗
に
お
城
?! 

持
舟
城
址
ハ
イ
ク
と

『
し
ず
ま
え
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
』ラ
ン
チ

静
岡
市
の
西
南
端
に
位
置
す
る
シ
ラ
ス

漁
で
有
名
な
用
宗
地
域
。

懐
か
し
い
町
並
み
と
豊
か
な
自
然
を
満

喫
し
、
眼
下
に
は
駿
河
湾
が
広
が
り
、

絶
景
の
富
士
山
も
一
望
で
き
る
持
舟
城

址
公
園
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
整
備
さ
れ
た
登
山
道
を
登
り
頂
上

に
着
い
た
ら
、
地
元
の
郷
土
史
家
か
ら

知
ら
れ
ざ
る
用
宗
の
歴
史
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
後
は
、
用

宗
漁
港
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
を
使
っ
た

『
し
ず
ま
え
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
』
を

S
a
rry
's
C
a
fé

店
内
で
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。
親
子
（
小
学
生
く
ら
い
か

ら
）
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

丸子宿

江尻宿興津宿府中宿

丸子宿蒲原宿丸子宿

残
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
数
少
な
い
場
所
が
、由
比

宿
と
興
津
宿
を
結
ぶ
「
薩
埵
峠
」。

「
小
倉
百
人
一
首
」の
中
で
山
部
赤
人
が
「
田
子
の
浦
ゆ 

う
ち
出
で
て
み
れ
ば 

真
白
に
そ 

富
士
の
高
嶺
に 

雪

は
降
り
け
る
」と
詠
ん
だ
場
所
も
ま
た
、こ
こ
か
ら

の
風
景
で
は
な
い
か
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
ほ
ど
、

古
来
か
ら
、深
遠
な
る
駿
河
湾
と
雄
大
な
富
士
山

の
風
景
は
、東
海
道
屈
指
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

展
望
台
の
近
く
ま
で
は
車
で
行
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
、広
重
も
眺
め
た

か
も
し
れ
な
い
景
色

を
ぜ
ひ
眺
め
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
。

東
海
道
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
！

薩
埵
峠
か
ら
富
士
山
記
念
撮
影

さ
っ

た
と
う
げ

topic

2
歌
川
広
重
の
描
い
た
「
東
海
道
五
十
三
次
」。

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
江
戸
時
代
の
情
緒
あ
る
美
し
い
風
景
の

数
々
は
、１
７
０
年
以
上
経
っ
た
今
日
で
は
大
き
く
様
相
を
変

え
、そ
の
多
く
は
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
の
中
で
も
、広
重
が
描
い
た
構
図
に
近
い
風
景
が
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開催場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数

興津坐漁荘（清水区興津清見寺町115）
　駐車場あり／　JR「興津」徒歩15分
　しずてつ三保山の手線「清見寺」徒歩３分
雨天決行
１週間前まで　
1,500円
定員20名(最少催行人数5名)

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

地持院（清水区由比町屋原183-3）
　駐車場あり／　JR「由比」徒歩15分
１週間前まで　
1,000円
定員30名(最少催行人数10名)

開催場所

雨天対応

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

旧五十嵐邸（清水区蒲原3-23-3）
　駐車場あり／　JR「新蒲原」徒歩７分
野原での七草摘みのみ小雨決行、大雨中止。
旧五十嵐邸でのお話・食事は雨天でも実施。
１週間前まで　
大人3,000円 子ども1,500円 （昼食「七草膳」付き）
定員25名(最少催行人数15名)
野原で「七草」を摘むので、それにふさわしい服装、靴でおでかけください。

2/26（日） 13:30-15:30

「旧五十嵐邸」を管理運営するNPO法人『旧五十嵐邸を考える会』の理事長。「五十嵐
邸」のことなら何でも知ってる『五十嵐邸三羽烏』のひとり。おおらかでものごとに寛容
なところがウリ。

辻祐子

公式Webサイト 又は 
旧五十嵐邸を考える会 ☎054ｰ385ｰ2023 （９:30～16：00 月曜休館）お申込み先

2/4（土） 9：30-13：00　

案 

内 

人

開催場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

梅ヶ島温泉ホテル 梅薫楼（葵区梅ヶ島5258-4）
　駐車場あり／　しずてつ安倍線「梅ヶ島温泉」徒歩1分
雨天決行
１週間前まで
7,000円
定員25名(最少催行人数12名)
無料送迎バスあり。ご予約の際にご連絡ください（9:00JR静岡駅南口
スルガ銀行前集合 17:00JR静岡駅南口解散予定）

創業約150年の梅ヶ島温泉で一番の老舗旅館「梅薫楼」の第八代目当主。
手塚泰宣

公式Webサイト 又は 梅ヶ島温泉ホテル 梅薫楼 ☎054-269-2331お申込み先公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先

公式Webサイト 又は ねぎぼうず（きんもくせい事務局） ☎054-375-3222お申込み先

2/18（土）・2/25（土） 11:00-15:00　

案
内
人

集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

JR「新蒲原」改札出口（清水区蒲原942）
　駐車場あり（イオンタウン蒲原店有料駐車場）／　JR「新蒲原」下車すぐ
雨が強い場合はまちあるき部分のみほかの内容に切り替えます。
１週間前
3,000円（昼食代込み）　
定員30名(最少催行人数10名)
合計で約4km歩きます（アップダウンは激しくありません）。

3/4（土） 10:00JR新蒲原駅集合～16:00同駅解散

東京オリンピックが開催される2020年には開山400年を数える浄土宗の寺院で、毎
年「浄瑠璃姫まつり」を主催している光蓮寺の住職と、地元・蒲原を愛し、盛り上げるた
めに活動しているＮＰＯ会員がご案内します。

光蓮寺住職・佐藤仁教、NPO法人蒲原リノベーションプロジェクト案 

内 

人

が
、意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
「
金
山
」の
存
在
。

駿
河
の
山
間
部
、総
称
・
安
倍
金
山
と
呼
ば
れ
た
一
帯
で

は
砂
金
の
採
集
が
行
わ
れ
、特
に
知
ら
れ
て
い
た
の
が
梅

ケ
島
金
山
と
井
川
金
山
で
す
。

徳
川
時
代
に
移
る
と
砂
金
採
集
中
心
だ
っ
た
採
金
か
ら
、

積
極
的
な
金
坑
開
発
が
は
じ
ま
り
ま
す
が
、当
時
、金
山

の
詳
細
は
軍
事
機
密
で
あ
っ
た
た
め
そ
の
実
態
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
で
は
温
泉
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
梅
ケ
島
や
井

川
で
す
が
、当
地
で
は

今
で
も
砂
金
が
見
つ

か
る
そ
う
で
す
よ
。

知
ら
れ
ざ
る
⁈

梅
个
島
金
山
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

topic

3
室
町
・
戦
国
時
代
の
約
2
3
0
年
に
わ
た
り
君
臨
し
た
今
川
時

代
。久
能
城
、江
尻
城
を
築
い
た
武
田
時
代
。

そ
し
て
、「
大
御
所
政
治
」の
中
心
と
な
っ
た
徳
川
時
代
。

時
代
ご
と
様
相
を
変
え
つ
つ
発
展
し
て
き
た
駿
河
の
歴
史
で
す

静岡県立中央図書館所蔵『駿河志料』より

2/5（日） 13:30-15:00

興津坐漁荘」を管理・運営しているNPO法人AYUドリーム。興津を盛り上げるため、
「地元のまちづくりは自らの手で」を合言葉に、地域の魅力を活かした事業に取り組ん
でいます。興津坐漁荘をはじめ、興津の良いところをたっぷりとご案内します。

AYUドリーム観光ボランティアガイド案 

内 

人

公式Webサイト 又は
AYUドリーム ☎054ｰ369ｰ1154 （月曜もしくは祝日の翌日休館）お申込み先

由比で子どもたちへの読み聞かせをして１４年。これまでに自主活動として、朗読劇の
上演や大人のための朗読会を開催しています。

きんもくせい案
内
人

28
公
爵『
西
園
寺
公
望
』公
を
知
ろ
う
！

「
坐
漁
荘
」見
学
と
カ
フ
ェ
体
験

ざ

ぎ
ょ

そ
う

さ
い

お
ん

じ

き
ん

も
ち

「
坐
漁
荘
」
は
、
明
治
の
元
老
で
あ
っ

た
公
爵
「
西
園
寺
公
望
」
公
が
建
て
た

別
邸
で
、
太
公
望
呂
尚
が
「
茅
に
坐
し

て
漁
し
た
」
と
い
う
故
事
に
ち
な
み

「
坐
漁
荘
」
と
名
付
け
ら
れ
、
大
正
か

ら
昭
和
に
か
け
て
、
激
動
す
る
政
治
の

舞
台
と
し
て
も
登
場
し
ま
し
た
。
こ
の

ツ
ア
ー
で
は
、
公
望
公
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
、
専
門
ガ
イ
ド
が
ご
紹
介
し
な
が

ら
、
施
設
を
案
内
し
ま
す
。
木
造
二
階

建
て
の
京
風
数
寄
屋
造
り
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
後
半
は
プ
チ
カ
フ
ェ
で
、

公
望
公
が
愛
し
た
ス
イ
ー
ツ
を
、
お
抹

茶
と
と
も
に
、
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

30
お
寺
で
過
ご
す
由
比
の
午
後

由
比
に
ち
な
ん
だ
昔
話
朗
読
と
お
茶
カ
フ
ェ

明
る
く
温
厚
な
雰
囲
気
が
息
づ
く
由
比

の
町
に
あ
る
お
寺
で
心
穏
や
か
に
昔
話

を
聞
き
い
る
と
、
毎
日
の
忙
し
さ
は
嘘

の
よ
う
に
、
の
ん
び
り
懐
か
し
い
気
持

ち
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
町
屋
原
に

あ
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
地
持
院
で
の

朗
読
会
を
行
い
ま
す
。

お
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
庭
と
女
性
画
家
作

の
襖
絵
を
愛
で
、
和
尚
さ
ん
の
お
話
を

聞
き
、
由
比
の
昔
話
の
朗
読
で
穏
や
か

な
気
持
ち
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
？

　

27 知

知

国
登
録
有
形
文
化
財「
旧
五
十
嵐
邸
」で
楽
し
む

旧
暦
の「
七
草
粥
」の
お
も
て
な
し

自
分
が
暮
ら
す
ま
ち
の
こ
と

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
も
の

知
っ
て
な
る
ほ
ど
！
　
の

色
々
な
静
岡
の「
顔
」が

達
人
た
ち
の
知
恵
か
ら
見
え
て
く
る

や
っ
ぱ
り「
知
る
」っ
て
面
白
い
！

『
七
草
粥
』
は
１
月
７
日
。
と
こ
ろ
が

こ
の
時
期
は
寒
く
て
、
自
然
の
『
七

草
』
は
ち
ょ
っ
と
…
。
で
も
、
旧
暦
に

す
る
と
野
原
で
摘
む
こ
と
が
で
き
る
ん

で
す
ね
。
野
原
で
『
七
草
』
を
摘
み
、

か
ま
ど
で
『
七
草
粥
』
を
作
り
ま
す
。

国
登
録
有
形
文
化
財
の
旧
五
十
嵐
邸

で
、
『
七
草
』
の
謂
れ
を
聞
き
な
が
ら

昔
の
食
器
、
お
膳
を
使
っ
て
、
美
味
し

く
て
季
節
感
あ
ふ
れ
る
『
七
草
膳
』
を

楽
し
み
ま
す
。

29
伝
説
の
秘
湯
梅
ヶ
島
温
泉
の
歴
史
探
訪

鬼
平
犯
科
帳
の
猪
鍋
会
席
風
料
理

梅
ヶ
島
温
泉
の
歴
史
は
、
安
倍
金
山
の

歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
太
古
の
昔
よ
り

金
が
産
出
し
て
い
た
梅
ヶ
島
は
、
そ
の

金
山
を
治
め
よ
う
と
武
田
、
今
川
、
そ

し
て
徳
川
の
戦
国
武
将
の
争
い
の
場
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は

小
判
が
作
ら
れ
る
ほ
ど
、
豊
富
な
金
の

出
量
で
も
有
名
で
す
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
ら
の

金
の
湯
伝
説
を
巡
る
金
山
と
温
泉
の
歴

史
を
、
遺
物
や
文
書
な
ど
の
歴
史
資
料

と
と
も
に
ご
紹
介
。
昼
食
に
は
池
波
正

太
郎
先
生
の
ご
尽
力
で
誕
生
し
た
割
下

醤
油
の
猪
鍋
な
ど
、
山
里
会
席
風
料
理

を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

31
義
経
と
浄
瑠
璃
姫
の
恋
物
語
を
辿
る

平
安
の
昔
に
想
い
を
は
せ
る
早
春
の一
日

蒲
原
に
残
る
数
々
の
伝
説
の
中
よ
り
、

今
回
は
か
の
源
義
経
と
浄
瑠
璃
姫
が

綴
っ
た
美
し
く
も
悲
し
い
恋
の
物
語
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
ま
す
。
ガ
イ

ド
と
と
も
に
史
跡
と
蒲
原
宿
を
巡
っ
た

の
ち
、
「
浄
瑠
璃
姫
ま
つ
り
」
開
催
中

の
名
刹
・
光
蓮
寺
に
舞
台
を
移
し
、
布

絵
本
と
津
軽
三
味
線
に
よ
る
浄
瑠
璃
姫

伝
説
に
耳
を
傾
け
、
義
経
に
な
ら
っ
て

恋
文
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
平
安
の

昔
と
今
を
行
き
来
す
る
か
の
よ
う
な
歴

史
ロ
マ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
昼
食
は
、

蒲
原
の
名
料
理
店
謹
製
、
桜
え
び
な
ど

の
特
産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
浄

瑠
璃
姫
ご
膳
」
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

Photo:イメージ

蒲原宿
府中宿蒲原宿

興津宿由比宿

17 16



今川、徳川時代から受け継がれた静岡市の伝統産業と歴史をテーマにした体験型施
設〈駿府匠宿〉で、静岡を代表する伝統工芸品『駿河竹千筋細工』をこの機会に是非
体験してみてください。

体験工房 駿府匠宿案 

内 

人

染色教室「Art&Craft YUTORI」主宰。女子美術大学工芸科織専攻卒業後、同校元
名誉教授の寺村祐子に師事、植物染色を学ぶ。

Art&Craft YUTORI：稲垣有里

歌川広重作品を中心に約1,400点収蔵。浮世絵文化の発信をしている。
東海道広重美術館

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

静岡市東海道広重美術館（清水区由比297-1）
　駐車場あり／　JR「由比」徒歩25分
１週間前まで
5,000円
定員10名（最少催行人数5名）
服装：汚れても良い恰好

2/26（日） 13:00-15:30

公式Webサイト 又は 静岡市東海道広重美術館 ☎054ｰ375ｰ4454お申込み先

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

体験工房 駿府匠宿（駿河区丸子3240-1）
　駐車場あり／　しずてつ中部国道線「吐月峰駿府匠宿入口」徒歩5分
１週間前まで
2,000円
定員10名（最少催行人数1名）

2/11（土・祝）・3/5（日） 13:30-15:30

体験工房 駿府匠宿 ☎054ｰ256ｰ1521お申込み先

粘土でお花やお人形を作り始め、楽しくて30数年、10年前より雛具店に
「粘土のつるし飾り」を卸しています。
また、自宅では粘土クラフト教室を行っています。

山本ちずる案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

旧和泉屋「お休み処」（清水区蒲原3-25-3）
　駐車場あり／　JR「新蒲原」徒歩５分
１週間前まで
1,000円
定員５名（最少催行人数１名）

2/7（火）・2/14（火） 10:00-12:00

山本ちずる ☎090ｰ6082ｰ4747お申込み先

静岡にて30年以上雛人形制作に携わる。作家名「田村芙紗彦」。
2011年より日本人形協会静岡支部代表として活動中。
日本の伝統をいかに後代に守り伝えていくか、日々研鑽の途中。

株式会社左京 代表取締役社長：望月和人案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

御人形處 左京（葵区幸町2-8）
　駐車場あり／　しずてつ中部国道線線ほか「本通八丁目ラペック静岡」
徒歩3分
１日前まで
2,000円
定員5名（最少催行人数３名）

2/25（土）・2/26（日） ①10:00-12:00 ②15:00-17:00

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先

私たちが実際に漁で使用している桜えび漁船に乗って富士山の絶景スポットにみな
さんをお連れします。由比港自慢の市場も是非ご覧ください。由比漁協青年部一同お
待ちしております。

由比港漁業協同組合 青年部部長：大石達也案 

内 

人

集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

由比港漁業協同組合（清水区由比今宿字浜1127）  
　駐車場あり／　富士急静岡線「今宿」徒歩10分
　JR「由比」徒歩10分
気象・海上の状況により中止あり
１週間前まで
4,500円（保険料、食事代含む）
定員30名（最少催行人数10名）
濡れてもいい服装・すべりにくい靴 など

2/25（土） 7:00-10:00

由比港漁業協同組合 ☎054ｰ376ｰ0001お申込み先

有限会社西尾商店４代目専務取締役。削り節やだしといった日本の食文化を若い世
代に提案、ＰＲするためにだし取り教室や簡単お料理教室を開催。天然の旨味『だし』
を伝えるべく『だしの学校』を開校し文化の継承に努める削り節職人。

有限会社西尾商店：西尾透雄案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

蒲原生涯学習交流館　調理実習室（清水区蒲原新田1-21-1）
　駐車場あり／　富士急「蒲原体育館前」徒歩１分
　JR「蒲原」徒歩20分
１週間前まで
1,000円（ミニ削り節セット付き）
定員12名（最少催行人数4名）
持ち物：筆記用具、エプロン、ハンドタオル

2/7（火）・2/21（火） 13:00-16:00

公式Webサイト 又は 西尾透雄 ☎090-2939-8252お申込み先

蒲原宿 府中宿
由比宿

由比宿 丸子宿 蒲原宿

技

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
、静
岡

伝
統
工
芸
の
竹
千
筋
細
工
や
雛
人
形
か
ら

暮
ら
し
を
彩
る
糸
紡
ぎ
や
織
物
、

浮
世
絵
の
色
づ
か
い
ま
で

職
人
技
や
も
の
づ
く
り
は

体
験
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

あ
な
た
だ
け
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

た
け
せ
ん
す
じ
ざ
い
く

33
桜
え
び
漁
船
か
ら
の
富
士
山
撮
影
会

由
比
港
で
し
か
味
わ
え
な
い
思
い
出
を

あ
な
た
に
も
！　

普
段
は
絶
対
に
体
験

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
桜
え
び
漁
船
。そ

し
て
、市
場
。体
験
で
き
ま
す
！　

日
本

の
心
、富
士
山
を
桜
え
び
漁
船
か
ら
撮

影
。漁
師
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
に
ご
案
内
し
ま
す
。

駿
河
湾
か
ら
見
え
る
美
し
い
富
士
山
を

カ
メ
ラ
に
収
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、最
新
設
備
を
備
え
た
市
場
も
見

学
で
き
ま
す
。駿
河
湾
で
し
か
水
揚
げ

さ
れ
な
い
桜
え
び
を
は
じ
め
、し
ら
す
、

定
置
網
漁
と
、水
産
物
流
通
拠
点
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
国
内
で
も
最

高
の
市
場
。是
非
、体
感
く
だ
さ
い
！

32
本
物
を
追
求
し
た
天
然
だ
し
に
出
会
う

西
尾
流
だ
し
取
り
講
習
と
簡
単
お
料
理
教
室

だ
し
取
り
が
手
軽
に
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

今
回
は
花

か
つ
お
を
使
っ
た
だ
し
取
り
の
実
演
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
日
は
取
り
た

て
の
天
然
だ
し
の
試
飲
や
、
取
り
た
て

の
だ
し
を
使
っ
た
西
尾
流
簡
単
お
料
理

教
室
も
行
い
ま
す
。
だ
し
の
効
い
た
蒸

し
器
要
ら
ず
の
茶
碗
蒸
し
や
、
だ
し
さ

え
あ
れ
ば
簡
単
に
お
い
し
く
で
き
る
お

吸
い
物
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
だ
し

を
取
っ
た
後
の
だ
し
が
ら
で
、
簡
単
レ

シ
ピ
の
ふ
り
か
け
作
り
も
伝
授
し
ま
す

よ
。
天
然
だ
し
を
日
常
に
取
り
入
れ

て
、
簡
単
で
お
い
し
い
和
食
を
食
卓
に

並
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

35
色
話
か
る
た
で
、

遊
ん
で
学
ぶ
、平
安
時
代
の
雅
な
世
界

浅
葱（
あ
さ
ぎ
）色
・
蘇
芳（
す
お
う
）色
・

藤
色
…
ど
ん
な
色
か
わ
か
り
ま
す
か
？

色
話
（
い
ろ
は
）か
る
た
を
使
っ
て
、平

安
時
代
の
色
の
名
前
を
当
て
る
か
る
た

遊
び
を
し
ま
す
。雛
人
形
に
使
わ
れ
る

『
キ
レ
』で
で
き
た
か
る
た
で
、日
本
古

来
の
雅
な
世
界
を
楽
し
く
遊
ん
で
学
び

ま
し
ょ
う
。雛
人
形
職
人
の
タ
メ
に
な

る
解
説
付
き
。実
際
の
雛
人
形
製
作
の

様
子
も
大
公
開
！　

最
後
に
平
安
の
四

季
の
色
で
作
っ
た
お
菓
子
と
お
茶
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。雛
人
形
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、日
本
の
文
化
・
駿
河
の

文
化
を
味
わ
い
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。

34
静
岡
の
伝
統
工
芸
を
体
験
　

竹
千
筋
細
工
と
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

静
岡
の
伝
統
工
芸
を
体
験
で
き
る
施
設

〈
駿
府
匠
宿
〉で
は
、普
段
か
ら
「
竹
染

工
房
」「
陶
芸
工
房
」「
お
も
し
ろ
体
験

館
」の
３
施
設
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

で
き
ま
す
。

今
回
は
お
ん
ぱ
く
特
別
企
画
と
し
て
、

静
岡
の
伝
統
工
芸
品
『
駿
河
竹
千
筋
細

工
』と
『
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
』が

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
！　

竹
細
工
の

キ
ッ
ト
『
つ
た
の
細
道
』を
使
っ
て
花

器
を
作
り
、中
に
入
れ
る
草
花
を
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
や
造
花
で
飾
り
付

け
ま
す
。通
常
よ
り
お
得
に
体
験
し
て

い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
い
か
が
で
す
か
？

37
粘
土
で
つ
く
ろ
う
！

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
お
だ
い
り
さ
ま
と
お
ひ
な
さ
ま
♪

桜
の
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
手
の
ひ
ら

サ
イ
ズ
の
可
愛
い
『
お
だ
い
り
さ
ま
』

と
『
お
ひ
な
さ
ま
』
を
粘
土
で
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？　

今
回
は
、
一
工
夫
加
え
て
ち
り
め
ん
風

に
仕
上
げ
ま
す
。
ド
ー
ム
型
の
ケ
ー
ス

に
仲
良
く
並
ん
だ
お
ひ
な
さ
ま
は
、
お

部
屋
を
か
わ
い
ら
し
く
彩
っ
て
く
れ
る

こ
と
間
違
い
な
し
！　

ま
た
、
お
花
を

た
く
さ
ん
作
れ
ば
、
つ
る
し
飾
り
に
も

で
き
ち
ゃ
い
ま
す
。

お
ん
ぱ
く
期
間
中
、
会
場
と
な
る
国
登

録
有
形
文
化
財
「
旧
和
泉
屋
（
お
休
み

処
）
」
で
も
、
粘
土
で
作
っ
た
小
さ
な

つ
る
し
飾
り
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
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『
ジ
ャ
パン・ブ
ル
ー
』で
ス
ト
ー
ル
染
め

浮
世
絵
で
見
る
深
い『
藍
』

『
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ル
ー
』と
呼
ば
れ
、古

く
よ
り
日
本
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き

た
『
藍
色
』。今
回
は
、浮
世
絵
に
も
使

わ
れ
て
い
る
日
本
伝
統
の
色
『
藍
色
』

を
使
い
、ス
ト
ー
ル
を
染
め
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
後
は
、美
術
館
で
学
芸
員

と
浮
世
絵
を
見
な
が
ら
、色
を
学
び
ま

し
ょ
う
。日
本
古
来
の
色
と
海
外
か
ら

入
っ
て
き
た
色
、浮
世
絵
が
伝
え
る
色

の
移
り
変
わ
り
の
歴
史
を
学
芸
員
と
た

ど
り
ま
す
。

当
日
は
イ
ベ
ン
ト
限
定
の
特
別
公
開
作

品
も
あ
り
ま
す
の
で
、藍
染
体
験
と
合

わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

い
ろ
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開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

望月人形（清水区由比北田112-19）
　駐車場あり（４台）／　JR「由比」徒歩20分
１週間前まで
3,000円
定員10名（最少催行人数3名）

稲垣有里
染織家・Yutori Art&Craft店主
前田洋代
日本茶インストラクター

案 

内 

人

駿河雛人形の伝統工芸士です。お雛様は日本の文化が凝縮されています。
病気にならないための祭り事、丸餅で表す陰陽の月と太陽等々、ぜひ話を聞きお客様
ご自身で、お雛様作りの作業を体験してみてください。有意義な１日になりますよ！

望月人形店主：望月明案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

旧和泉屋「お休み処」（清水区蒲原3-25-3）
　駐車場あり／　JR「新蒲原」徒歩５分
１週間前まで
3,500円
定員５名（最少催行人数１名）

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

セブンエビスあやかりや（清水区江尻町4-1）
　駐車場あり／　静鉄「新清水」徒歩10分／　JR「清水」徒歩12分
１週間前まで
2,000円
定員６名（最少催行人数２名）

セブンエビスあやかりや 土屋雅志
棉（わた）のフワッとした心地よい肌触り・ぬくもりをそのまま身にまとえたら…。
そんな思いで作った「似肖布（あやかりふ）」で日本の良き服飾文化を復活させること
が夢。似肖布を使った作品作りや展示を皆さんとご一緒できたら幸いです。

2/19（日） 13:00-15:00

NPO法人駿河裂織倶楽部理事長。全国裂織協会副理事長。スウェ－デン・クロッカ
－ゴ－デン社 フレミッシュ織・日本講師。現在、静岡市清水区蒲原にある江戸時代の
旅籠跡『お休み処』で、駿河裂織の伝承に努めています。

朝原朝子

2/19（日）・2/26（日） 10:00-14:00

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

吐月峰柴屋寺（駿河区丸子3316）
　駐車場あり／　しずてつ中部国道線「吐月峰駿府匠宿入口」徒歩10分
１週間前まで
大人2,500円・子供1,500円（小学生）　
定員30名（最少催行人数5名）

吐月峰柴屋寺主人。文福茶釡や庭の説明など、本来のこのお寺の楽しみ方を伝えてくれます。
村田甲子江（むらたきねえ）

琵琶を楽しんでもらうために日々活動しています。
松浦鶴雲（まつうらかくうん）

丁子屋１４代目。みんなで楽しめる地域をめざし、自らが楽しんでます。
柴山広行（しばやまひろゆき）

2/11（土・祝） 10:30-13:00 2/6（月）・2/8（水）・2/14（火） 14:00-16:00

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

Yutori Art&Craft（葵区紺屋町3-2服部ビルB1F）
　駐車場なし／　JR「静岡」／　静鉄「新静岡」徒歩5分
１週間前まで
4,320円（材料費込み・お茶、おやつ付き）
定員8名（最少催行人数2名）
持ち物：染物をするのでエプロン等

2/19（日） 10:00-12:00

案 

内 

人

案 

内 

人

集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

エスパルスドリームプラザ 海側デッキ ヨット係留所前入口（清水区入船町13-15）
　駐車場あり（有料）／　しずてつ三保山の手線「波止場・フェルケール
博物館」徒歩1分／　静鉄「新清水」徒歩13分
雨天中止（当日午前7時に判断、中止の場合のみ参加者へ電話連絡）
5日前まで
3,500円（ヨット体験、保険料、ランチ代、観覧車代金を含む）
定員15名（最少催行人数6名）
服装：動きやすい服装および運動靴にて／☆清水港を上空から楽しめる
観覧車搭乗券つき

本協会は1968年創立し、もう少しで50周年を迎えます。海を愛する仲間とともに、清
水港を中心としたヨットの帆走、競技を主な活動としています。一般の皆様にもヨットを
通じ、海のある町の魅力をより楽しんでいただきたいと思います。

NPO法人清水港ヨット協会 大型艇部長：大坪六男

2/12（日）・2/26（日）・3/5（日） 9:30-13:00

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先

案 

内 

人

公式Webサイト 又は 丁子屋 ☎054ｰ258ｰ1066お申込み先

江尻宿

丸子宿
蒲原宿 由比宿

楽

何
が
楽
し
い
か
は
、ひ
と
り
ひ
と
り
違
っ
て
あ
た
り
ま
え

人
と
会
っ
た
り
、船
に
乗
っ
た
り
、音
楽
を
聴
い
た
り
…

あ
な
た
を
楽
し
ま
せ
た
い
大
勢
の
人
た
ち
が

静
岡
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
待
っ
て
い
ま
す

ひ
と
り
で
、ふ
た
り
で
、み
ん
な
で
、

個
性
あ
ふ
れ
る「
楽
し
い
」に
会
い
に
行
き
ま
し
ょ
う

公式Webサイト 又は 望月人形 ☎054ｰ376ｰ0010お申込み先

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先

公式Webサイト 又は 旧和泉屋「お休み処」 ☎054-385-7111お申込み先

江尻宿 府中宿

43
ヨ
ッ
ト
で
清
水
港
洋
上
体
験
＆

は
と
ば
キ
ッ
チ
ン
ラ
ン
チ
ビ
ュッ
フ
ェ

見
る
も
遊
ぶ
も
食
す
も
、
清
水
を
体
感

す
る
ポ
イ
ン
ト
は
『
海
』
。
セ
ー
リ
ン

グ
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
っ
て
駿
河
湾
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
に
出
か
け
よ
う
！　

ド
リ

プ
ラ
前
を
出
発
し
、
興
津
埠
頭
〜
三
保

半
島
を
巡
り
ま
す
。
寒
い
季
節
は
最
高

の
富
士
山
を
望
め
る
可
能
性
も
！　

ク

ル
ー
ジ
ン
グ
の
楽
し
さ
、
気
持
ち
よ
さ

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
初
め
て
の
方
の

た
め
に
基
本
的
な
ヨ
ッ
ト
の
知
識
も
お

教
え
し
ま
す
。

下
船
後
は
ド
リ
プ
ラ
内
で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

ラ
ン
チ
。
ス
タ
ッ
フ
の
ア
イ
デ
ア
か
ら

生
ま
れ
た
季
節
ご
と
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

楽 技

39
且
座
喫
茶
！

お
茶
染
め
体
験
と
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
お
茶
会

お
茶
で
麻
の
ス
ト
ー
ル
を
染
め
な
が

ら
、日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
お
い
し
い
静
岡
茶
と
お
茶
に
ま
つ
わ

る
お
話
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

お
茶
染
め
ス
ト
ー
ル
（
45
㎝
×
１
８
０

㎝
）は
春
の
装
い
に
ぴ
っ
た
り
！

静
岡
市
の
紺
屋
町
地
下
街
の
一
番
奥
、

染
織
教
室
〈
Y
u
t
o
r
i 

A
r
t

&
C
r
a
f
t
〉
で
〝
且
座
喫
茶
！

（
ち
ょ
っ
と
お
茶
で
も
飲
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
！
）
〞
と
題
し
、
静
岡
の
お
茶

を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
少
人
数

で
染
物
談
義
に
花
を
咲
か
せ
る
２
時
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

38
駿
河
雛
人
形
伝
統
工
芸
士
に
よ
る　

お
雛
様
の
お
話
と
制
作
実
演

望
月
人
形
２
代
目
・
望
月
明
に
よ
る
、

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
お
雛
様

の
お
話
と
、
そ
の
息
子
の
３
代
目
に
よ

る
雛
人
形
の
制
作
実
演
。

雛
人
形
は
数
百
種
類
も
の
基
本
的
な
寸

法
が
あ
り
ま
す
。
殿
で
約
50
パ
ー
ツ
、

姫
で
約
１
２
０
パ
ー
ツ
が
必
要
と
な

り
、
衣
装
の
生
地
に
貼
る
型
紙
を
寸
法

帳
に
記
載
さ
れ
た
寸
法
に
合
わ
せ
て
裁

断
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
独
自
の
製

法
で
炊
き
上
げ
た
糊
を
型
紙
に
付
け
、

衣
装
と
な
る
金
襴
に
貼
っ
て
い
く
作
業

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
本
の

伝
統
文
化
に
あ
な
た
も
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
？

41
手
紡
ぎ
糸
の
優
し
い
風
合
い
を
感
じ
る

棉
の
お
話
と
糸
紡
ぎ
体
験

手
和
紡
糸
（
て
わ
ぼ
う
し
）使
用
・
棉

1
0
0
%
の「
似
肖
布（
あ
や
か
り
ふ
）」

を
皆
様
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
１
点
１

点
手
作
り
し
て
い
る
案
内
人
が
、古
き

良
き
日
本
の
服
飾
文
化
を
お
話
し
し
ま

す
。一
昔
前
に
は
市
内
で
も
多
く
行
わ

れ
て
い
た
綿
花
栽
培
の
歴
史
か
ら
、手

紡
ぎ
の
糸
で
手
作
り
し
た
服
の
風
合
い

や
着
心
地
ま
で
、日
本
人
に
と
っ
て
当

た
り
前
だ
っ
た
着
物
の
生
活
文
化
に
つ

い
て
、一
緒
に
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。ま
た
、実
際
に
チ
ャ
ル
カ
や
ス

ピ
ン
ド
ル
を
使
っ
て
糸
紡
ぎ
体
験
を
行

い
、で
き
た
糸
を
使
っ
て
簡
単
な
コ
ー

ス
タ
ー
作
り
も
行
い
ま
す
。

40
蒲
原
伝
統
の
も
の
づ
く
り

駿
河
裂
織
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バッ
ク
作
り

蒲
原
に
伝
わ
る
、
細
く
裂
い
た
布
と
毛

糸
を
使
っ
て
丁
寧
に
作
り
上
げ
た
『
駿

河
裂
織
（
す
る
が
さ
き
お
り
）
』
。
藍

染
や
草
木
染
で
染
め
上
げ
た
織
物
は
や

わ
ら
か
く
丈
夫
な
仕
上
が
り
で
、
バ
ッ

グ
や
ス
ト
ー
ル
、
名
刺
入
れ
な
ど
、
暮

ら
し
に
よ
く
な
じ
む
逸
品
で
す
。

今
回
は
さ
ま
ざ
ま
な
色
や
柄
の
布
の
中

か
ら
好
き
な
も
の
を
選
び
、
織
物
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

で
き
あ
が
っ
た
裂
織

を
使
っ
て
、
世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い

自
分
だ
け
の
バ
ッ
グ
に
仕
立
て
ま
す
。

伝
統
の
技
に
よ
る
も
の
づ
く
り
を
通
じ

て
、
作
っ
て
楽
し
い
、
使
っ
て
嬉
し
い

裂
織
の
小
物
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

42
「
文
福
茶
釜
」の
お
寺
で
琵
琶
体
験

お
抹
茶
＆
丸
子
の
と
ろ
ろ
付
き

歴
史
の
趣
感
じ
る
丸
子
に
は
、吐
月
峰

柴
屋
寺
と
い
う
５
０
０
年
続
く
お
寺
が

あ
り
ま
す
。檀
家
さ
ん
が
い
る
一
般
的

な
お
寺
と
は
違
い
、文
化
を
楽
し
む
お

寺
と
し
て
室
町
、江
戸
、そ
し
て
現
代
に

ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。吐
月
峰

柴
屋
寺
に
は『
文
福
茶
釜
』が
ま
つ
ら
れ

て
お
り
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
茶
釜

の
由
来
を
琵
琶
で
学
び
、徳
川
家
康
公

に
も
愛
さ
れ
た
庭
を
楽
し
み
な
が
ら
、

お
抹
茶
と
丸
子
名
物
の
と
ろ
ろ
汁
を
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。さ
ら
に

琵
琶
の
プ
チ
体
験
付
き
！　

大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

す
る 

が 

さ
き 

お
り

し
ゃ 

ざ 

き
っ 

さ

わ
た

似肖布銘仙

21 20



ファーム田形９代目：田形一貴
『現代の空飛ぶペーター』普段は、ファーム田形（田形農園）でお米、みかん、キウイフ
ルーツなどを栽培し、ヤギのレンタル、販売しています。ポン菓子の実演販売もしています。

講師：丸山裕輔
ツリークライミング®ジャパン オフィシャルインストラクター
案内人：木村力也
ツリークライミング®ジャパン ツリークライマー/自然塾 講師

案 

内 

人

集合場所

募集〆切
参加料金

実施人数
備 考

やましち（清水区蒲原3-3-10）
　駐車場あり（10台）／　ＪＲ「新蒲原」徒歩5分
１週間前まで　
4,500円（着付け・昼食・お茶会・ギャラリー見学）
1,500円（お茶会・ギャラリー見学のみ）
定員20名（最少催行人数10名）
蒲原宿散策約1.5㎞／お茶会・ギャラリー見学チケット1,500円は鮨処
やましち店頭販売。電話受付:054-388-2339

ふじのくに仕事人となり、地元特産を使用した『桜えびやきそば』や『かんばらいわしカ
レー』なども考案し、ランチメニューに加え、蒲原ならではの特徴を活かし、お客様に喜
んでいただけるお店になれるよう奮闘中です。

やましち：山崎伴子

2/11（土・祝） 10:30-12:00（着付け・昼食） 12:00-16:00（お茶会・ギャラリー見学）

集合場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数

清水港遊覧船乗り場（清水区港町1-410-3）
　駐車場あり（有料）／　しずてつ三保山の手線「波止場」徒歩３分
　静鉄「新清水」徒歩15分
視界不良・荒天中止
３日前まで
例）大人1,100円・小人550円（清水港遊覧船運賃）
定員30名（最少催行人数２名）

清水港クルーズや水上バスを運航しているスタッフが、船の仕組みやクルーズでの体
験談をご案内します。

（株）エスパルスドリームフェリー クルーズスタッフ

2/11（土・祝）・2/12（日） 10:30-12:15

案 

内 

人

案 

内 

人 案 

内 

人

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

とろろ汁の丁子屋（駿河区丸子7-10-10）
　駐車場あり／　しずてつ中部国道線「丸子橋入口」徒歩１分
１週間前まで　
大人3,000円（高校生以上）・子ども2,000円（小～中学生）
定員40名（最少催行人数15名）
服装：白い靴下または足袋でご参加ください。（①2/18のみ）

①2/18（土） 10:30-12:30　②3/4（土） 10:30-12:30

公式Webサイト 又は 丁子屋 ☎054-258-1066お申込み先 やましち ☎054-388-2339お申込み先

開催場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

由比本陣公園（清水区由比297-1）
　駐車場あり／　JR「由比」徒歩25分
雨天時は隣接する東海道由比宿交流館1Ｆを利用予定
１週間前まで
4,000円
定員40名（最少催行人数30名）
野外にて実施のため、寒さ対策を万全にお越しください。
未成年の方の飲酒及び参加者の飲酒運転厳禁。

静岡市を観光でもっと元気に！をモットーに、駿河東海道おんぱくの事務局でありなが
らパートナーにもエントリー。国際会議や招待客などへの特別なおもてなしプログラム
として由比本陣でのかがり火パーティーを提案。

静岡観光コンベンション協会

2/10（金） 17:30-19:00

案 

内 

人

公式Webサイト 又は 静岡観光コンベンション協会 ☎054ｰ254ｰ2212お申込み先 エスパルスドリームフェリー ☎054ｰ353ｰ2222お申込み先

集合場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

日本料理 うおかね（葵区馬場町33）
　駐車場あり（有料）／　駿府浪漫バス「浅間通り」徒歩1分
１週間前まで
女性3,000円／男性5,000円
定員38名（最少催行人数18名）
対象年齢30～49歳（参考）

かつて駿河府中に拠点をおき、駿河から遠江、三河までを治めていた戦国大名・今川
義元。今川さんは、そんな義元公をモデルにした静岡市のご当地キャラです。現在は、
ゆかりある浅間神社の門前町・浅間通り商店街で地元を盛り上げるため奮闘中です。

今川さん

2/26（日） 15:00-18:00

案 

内 

人

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付 お申込み先

開催場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数

蒲原生涯学習交流館（清水区蒲原新田1-21-1）
　駐車場あり／　ＪＲ「新蒲原」徒歩15分
もしくは　ＪＲ「蒲原」徒歩20分
小雨決行
１週間前まで
1,000円
定員10名（最少催行人数5名）

『ちょっく楽市』は、蒲原商工会青年部一丸となって企画・運営しています。
地元の方はもちろん、近隣地域からもゲスト店を招いて、地域同士の連携を
図っています。部員ひとりひとりが蒲原の町を盛り上げようと奮闘中！

蒲原商工会青年部

3/4（土） 9:30-13:00

案 

内 

人

公式Webサイトお申込み先

開催場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

①田町安倍中スポーツ広場（葵区田町7丁目地先）
②柳町スポーツ広場（葵区柳町地先）
　駐車場あり
雨天中止（前日にメールします）
１週間前まで
大人2,000円・子ども1,000円（小学生以下）
定員100名（最少催行人数50名）
小学生以下は保護者同伴で搭乗願います。安全に行うため、
強風（4m以上）のときは実施できませんので予めご了承ください。

①2/4（土）・2/18（土） ②2/11（土・祝）・2/25（土） 6:00-8:00

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先

江戸文化全般、落語や茶道の入口をやさしくレクチャーする和カル笑学校講師であり進行役
①落語家：粋で面白い江戸から続く話芸＝落語のプロの芸人が間近で茶の湯に因んだ
落語を熱演。
②講談師：リズミカルにテンポよく語るプロの講談師が迫力満点で「膝栗毛」を読みます。

和カル笑学校講師：ぬのむらアツシ
※実演はプロの落語家、講談師、お茶の先生が行います。

開催場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

駿府城公園坤櫓前の芝生広場（葵区駿府城公園1-1）
　駐車場あり（有料）／　駿府浪漫バス「東御門」徒歩１分
　JR「静岡」徒歩20分／　静鉄「新静岡」徒歩10分
小雨決行
１週間前まで
2,500円
定員15名（最少催行人数７名）
持ち物：頭に巻くバンダナor手拭い／服装：運動靴、寒くない格好、滑り止めのある軍手など

2/4（土）・2/5（日） 10:30-12:00 13:30-15:00

公式Webサイトお申込み先

丸子宿 蒲原宿 府中宿
蒲原宿

府中宿
江尻宿 府中宿

由比宿

51
江
戸
の
演
芸
を
楽
し
み
つつ
、

お
気
楽
和
文
化
体
験「
和
カ
ル
笑
学
校
」

①
『
落
語
×
茶
の
湯
』
は
落
語
と
茶
の

湯
体
験
で
「
超
お
気
楽
茶
道
入
門
」
。

堅
苦
し
さ
、
敷
居
の
高
い
イ
メ
ー
ジ
の

茶
道
を
、
茶
の
湯
を
テ
ー
マ
に
し
た
落

語
を
聞
い
て
大
笑
い
し
た
の
ち
、
丁
子

屋
の
茶
室
で
お
作
法
を
体
験
し
ま
す
。

②
『
講
談
×
江
戸
の
旅
・
文
学
』
は
お

江
戸
の
旅
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
！　

講
談

×
東
海
道
中
膝
栗
毛
。
丁
子
屋
に
残
る

当
時
の
旅
道
具
に
触
れ
、
浮
世
絵
を
見

な
が
ら
江
戸
の
旅
を
体
験
。
講
談
体
験

で
は
実
際
に
張
り
扇
を
た
た
い
て
リ
ズ

ム
を
取
り
な
が
ら
「
膝
栗
毛
」
読
み
に

も
挑
戦
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
に

教
え
て
も
ら
え
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

楽

45
蒲
原
の
う
ま
い
も
ん
大
集
合
！

こ
だ
わ
り
の「
ち
ょっ
く
楽
市
」案
内
ツ
ア
ー

地
元
・
蒲
原
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、商
工

業
・
農
業
を
中
心
と
し
た
多
く
の
お
店

が
出
店
し
て
い
る
『
か
ん
ば
ら 

ち
ょ
っ

く
楽
市
』。蒲
原
自
慢
の
海
の
幸
、山
の
幸

や
、商
業
工
業
、農
産
品
な
ど
を
販
売
、Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。す
っ
か
り
地
元
に
も
定

着
し
、地
域
内
外
か
ら
の
大
勢
の
お
客
さ

ん
で
毎
回
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、お
ん
ぱ
く
と
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

ラ
ボ
と
し
て
、『
ち
ょ
っ
く
楽
市
』に
出
店

し
て
い
る
こ
だ
わ
り
の
お
店
を
一
軒
一

軒
ご
案
内
！　

店
主
の
こ
だ
わ
り
ポ
イ

ン
ト
を
聞
き
な
が
ら
、蒲
原
の
誇
る
名
品

の
数
々
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

44
今
川
さ
ん
と
門
前
き
ゃ
ら
の

謎
解
き
婚
活 

in 

浅
間
通
り

静
岡
浅
間
通
り
商
店
街
を
、
謎
解
き

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
楽
し
む
ス
ペ
シ
ャ
ル

婚
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
恋
の
道
先
案
内
人

は
、
静
岡
市
で
は
お
な
じ
み
!? 

静
岡

市
非
公
式
キ
ャ
ラ
『
今
川
さ
ん
』
と
浅

間
通
り
『
門
前
き
ゃ
ら
』
。

謎
解
き
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
男
女
ペ
ア

に
な
っ
て
巡
る
こ
と
で
、
自
然
と
会
話

も
弾
み
仲
良
く
な
る
こ
と
間
違
い
な

し
！
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し
た
方
に
は
よ
し

も
と
芸
人
の
上
村
愛
に
よ
る
似
顔
絵
や

今
川
さ
ん
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

か
わ
い
い
今
川
さ
ん
と
一
緒
に
浅
間
通

り
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
婚
活
を
し
ま

せ
ん
か
？

47
ふ
わ
ふ
わ
体
験
！

熱
気
球
に
乗
っ
て
空
か
ら
安
倍
川
を
眺
め
よ
う
！

安
倍
川
の
河
川
敷
で
熱
気
球
を
上
げ
、

上
空
か
ら
安
倍
川
な
ど
の
景
色
を
眺
め

ま
す
。
静
岡
市
出
身
で
市
内
唯
一
の
熱

気
球
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
熱
気
球
操
縦
士
）

が
、
熱
気
球
搭
乗
体
験
を
ご
案
内
し
ま

す
。
熱
気
球
は
「
熱
い
空
気
は
冷
た
い

空
気
よ
り
軽
い
」
と
い
う
単
純
な
原
理

で
空
に
浮
か
び
ま
す
。
操
縦
は
上
下
の

み
で
、
左
右
は
風
ま
か
せ
。
今
回
は
係

留
タ
イ
プ
で
地
上
と
気
球
を
ロ
ー
プ
で

固
定
し
、
気
軽
に
体
験
で
き
ま
す
。

風
に
弱
い
乗
り
物
な
の
で
、
風
の
穏
や

か
な
早
朝
に
行
い
ま
す
。
気
球
か
ら
の

景
色
を
、
ご
家
族
、
ご
友
人
と
共
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

46
ツ
リ
ク
ラ
で
殿
様
気
分

木
登
り
で
新
世
界
を
体
験
し
よ
う
!

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
®
略
し
て
ツ
リ

ク
ラ
は
、
素
手
で
は
な
く
ロ
ー
プ
と
サ

ド
ル
を
使
う
安
全
な
木
登
り
で
す
。

自
然
と
親
し
み
、
木
と
友
達
に
な
っ

て
、
非
日
常
的
な
世
界
を
体
験
で
き
ま

す
。
階
段
を
上
る
よ
う
に
簡
単
に
樹
上

ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
、
安
全
で
お
子

様
で
も
安
心
し
て
体
験
で
き
ま
す
。

か
つ
て
殿
様
が
天
守
閣
か
ら
見
た
で
あ

ろ
う
景
色
を
、
あ
な
た
も
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　

樹
上
か
ら
見
る
城
下
町

は
い
つ
も
と
違
っ
て
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

一
緒
に
新
世
界
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！

50
由
比
本
陣
か
が
り
火
パ
ー
テ
ィ
ー

『
桜
え
び
沖
あ
が
り
鍋
』と
銘
酒『
正
雪
』

由
比
本
陣
公
園
の
芝
生
広
場
に
か
が
り

火
を
灯
し
、夜
の
日
本
庭
園
や
本
陣
の

雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ

ム
。お
食
事
は
由
比
漁
協
婦
人
部
お
手

製
の
漁
師
飯
『
桜
え
び
沖
あ
が
り
鍋
』

と
、神
沢
川
酒
造
場
の
銘
酒
『
正
雪
』を

お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、漁
協

組
合
長
・
神
沢
川
酒
造
場
社
長
の
、『
桜

え
び
』や
『
正
雪
』に
か
け
る
想
い
を
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

お
酒
の
飲
め
な
い
方
に
は
、ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
や
オ
ー
ド
ブ
ル
も
ご
用
意
。ま

だ
ま
だ
寒
い
こ
の
季
節
。趣
あ
る
庭
園

で
の
漁
師
飯
と
地
酒
パ
ー
テ
ィ
ー
で
心

も
体
も
温
ま
っ
て
く
だ
さ
い
！

49
蒲
原
和
歌
宮
神
社
で
お
茶
会
　

和
装
で
楽
し
む『
静
岡
抹
茶
』

み
な
さ
ん
『
静
岡
抹
茶
』
を
ご
存
知
で

す
か
？　

静
岡
で
も
知
る
人
ぞ
知
る
高

級
抹
茶
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
和
歌
宮
神
社
の
社
務
所
を
お
借
り

し
て
静
岡
抹
茶
を
楽
し
む
お
茶
会
を
開

催
し
ま
す
。
着
付
け
を
鮨
処
や
ま
し
ち

で
行
い
、
お
食
事
を
と
っ
た
あ
と
に
お

茶
会
と
蒲
原
宿
散
策
へ
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
特
別
な
場
所
で
の
お
茶
会

を
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
和
装
で
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

お
茶
会
と
蒲
原
宿
の
歴
史
が
詰
ま
っ
た

蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
見
学
チ
ケ
ッ
ト
を
お

渡
し
し
ま
す
。

48
清
水
港
ク
ル
ー
ズ
の
船
長
と
学
ぼ
う
！

船
内
見
学
と
清
水
港
め
ぐ
り

清
水
港
は
1
9
9
9
年
に
開
港
1
0
0

年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
港
。そ
ん
な
清

水
港
を
舞
台
に
遊
覧
運
航
を
し
て
い
る

私
た
ち
・
エ
ス
パ
ル
ス
ド
リ
ー
ム
フ
ェ

リ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
皆
さ
ん
を
船
旅
へ
ご

案
内
し
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、い
つ

も
港
内
の
ク
ル
ー
ズ
を
操
船
し
て
い
る

船
長
の
解
説
つ
き
で
遊
覧
船
の
船
内
を

見
学
。普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
船

の
裏
側
や
ブ
リ
ッ
ジ
（
操
舵
室
）・
機
関

室
な
ど
を
見
学
し
た
あ
と
は
、い
よ
い

よ
ク
ル
ー
ズ
に
出
発
！　

清
水
港
の
様

子
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。お
子
様
に
は

船
長
服
で
写
真
撮
影
を
す
る
「
子
ど
も

船
長
体
験
」も
実
施
。

ら
い
ち
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開催場所

雨天対応
募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

駿府城公園巽櫓（葵区駿府城公園1-1）
　駐車場なし／　駿府浪漫バス「東御門」徒歩2分／　静鉄「新静岡」徒歩10分
雨天時の写真撮影は屋内にて開催。
１日前まで（空きがあれば当日参加も可）
大人１名3,240円～ ※料金の詳細については、webをご確認ください
定員30名（最少催行人数1名）
有料３施設入館共通券、着付体験、写真、呈茶料金を含む
３施設（東御門・巽櫓、坤櫓、紅葉山庭園）を１時間30分かけて回遊

土田卓：コントラバシスト　包み込む低音であなたを酔わせる。実は日本酒ナビゲーター。
江村梨恵子：マリンビスト　目にも止まらぬ早業マレットさばき。光りを照らす千手観音。
永田みか：アロマパルファニスト　香りを思いのままに操る。藤枝の香りの魔術師。

ナカムラタツキ
ユーモアと幸福感のつまった歌をうたう、シンガーソングライター。

駿府城公園内の有料施設を管理運営してます、指定管理者の駿府城公園観光文化
施設管理運営共同事業体です。駿府城公園では、様々なイベントを開催しております。
詳しくはwebサイト｢駿府城公園｣で検索を。

駿府城公園観光文化施設管理運営共同事業体

2/3（金）▶3/5（日）毎土日及び祝日 9:30-16:00のうち1時間30分（最終受付は14:00）

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

①東壽院（清水区但沼町873）　しずてつ三保山手線「小島郵便局前」徒歩３分
②梅蔭禅寺（清水区南岡町3-8）　しずてつ山原梅蔭寺線「梅蔭寺」徒歩１分
③顕光院（葵区研屋町45）　しずてつ丸子線等「本通３丁目」徒歩５分
①～③　駐車場あり 
前日まで（空きがあれば当日参加も可）
2,000円／3回通し券5,000円
①③定員70名、②定員100名（最少催行人数20人）
各回の演目、通し券の購入方法についてはWebをご覧ください

淡路島出身。関西で劇団を主宰した後、2000年よりＳＰＡＣ－静岡県舞台芸術セン
ターに俳優として参加。舞台出演のかたわら、街援隊アート・ムーブを立ち上げ、地域
活性化を目指した独自の活動も展開中。公式ブログ『おくぬ～の来た球を打つ！』

奥野晃士

①3/3（金） 19:00　②3/4（土） 18:00　③3/5（日） 18:00 

案 

内 

人

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

①由比本陣公園 御幸亭（清水区由比297-1）　JR「由比」徒歩25分
②旧マッケンジー住宅（駿河区高松2852）　しずてつ石田街道線「浜
敷地」徒歩５分／①②　駐車場あり
前日まで
4,000円
定員20名（最小催行人数10名）
香りの空間を演出しますので、香水等香りを発するものを付けてのご来
場はご遠慮ください。

①2/4（土） 17:00-19:45 ②3/5（日） 16:30-19:30

公式Webサイト 又は 江村梨恵子 ☎090ｰ5033ｰ1174お申込み先

公式Webサイト 又は浅間神社会館ラフィーネ・浅間内 ☎054ｰ246ｰ0555お申込み先公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

とろろ汁の丁子屋（駿河区丸子7-10-10）
　駐車場あり／　しずてつ中部国道線「丸子橋入口」徒歩１分
前日まで（空きがあれば当日参加も可）
2,000円（丸子の地酒、おつまみセット）1,500円（お茶セット）
定員30名（最少催行人数5名）
着物参加歓迎／当日参加の方は丁子屋飲食代＋1,000円

2/25（土） ①15:00-16:30 ②17:00-18:3０

公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先

案 

内 

人
原大介
炎のギタリスト、芸術的な世界をギターで表現。微生物を繁殖させたギターから出る音色は極上。
FREEBYRD
音楽の力を信じるセラピスト。

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

旧五十嵐邸（清水区蒲原3-23-3）
　駐車場なし／　JR「新蒲原」徒歩７分
１週間前まで　
3,000円（ランチ付き）
定員25名（最少催行人数10名）
持ち物：ヨガマット（バスタオルでも可）
服装：横になってリラックスできるような服装

MIYUKI ヨガ&ハートサロン 代表 。富士市や静岡市でヨガ教室や心理学の講座を開
催。倍音セラピーは癒しや気づきのセラピーで毎回好評を博している。
ヨガインストラクター、交流分析士インストラクター。 

大村美由紀

2/25（土） 9:30-13:00

公式Webサイト 又は
旧五十嵐邸を考える会 ☎054ｰ385ｰ2023 （９:30-16：00 月曜もしくは祝日の翌日休館）お申込み先

案 

内 

人

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

ホテルクエスト清水（清水区真砂町3-27）
　駐車場あり（要事前予約）／　JR「清水」徒歩1分
　静鉄「新清水」徒歩9分
３日前まで
3,240円
定員20名（最少催行人数4名）

『美味しく食べてさらに健康に！』をキーワードに、さまざまな方の協力のもと、5年前より
取り組んだ今までの食の概念を変えるプロジェクトから生まれたレシピをご紹介します。
（ふじのくに食の都仕事人２０１５、２０１６オブザイヤー）

ホテルクエスト清水 料理長：青木一敏

2/3（金）・2/4（土） 11:30-13:30

公式Webサイト 又は ホテルクエスト清水 ☎054ｰ366ｰ7101お申込み先

案 

内 

人

丸子宿
蒲原宿

江尻宿
府中宿

由比宿
府中宿

江尻宿
興津宿

府中宿

©鈴木靖宏

©Tsutomu Iwasaki

57
大
正
時
代
の
町
家
で
心
も
身
体
も
ほ
っ
と

倍
音
セ
ラ
ピ
ー
体
験
と
身
体
に
や
さ
し
い
ラ
ン
チ

倍
音
と
は
２
つ
以
上
の
周
波
数
の
音
が

共
鳴
す
る
音
の
こ
と
。
脳
波
に
作
用
し

て
強
力
な
癒
し
と
潜
在
意
識
に
眠
る
能

力
を
引
き
出
す
パ
ワ
ー
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

今
回
そ
の
倍
音
を
使
っ
て
身
体
に
あ
る

７
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

ス
ポ
ッ
ト
に
シ
ン
ギ
ン
グ
ボ
ウ
ル
や
ク

リ
ス
タ
ル
音
叉
を
使
っ
て
働
き
か
け
な

が
ら
気
を
整
え
て
い
き
ま
す
。 

誰
も
が
癒
さ
れ
る
国
登
録
有
形
文
化
財

の
「
旧
五
十
嵐
邸
」
で
非
日
常
な
ゆ
っ

た
り
と
流
れ
る
時
間
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？ 

身
体
に
優
し
い
お
い
し
い
ラ
ン
チ
付
き
！

美 楽

53
音
楽
×
ア
ロ
マ
×
和
or
洋

「
魅
惑
の〝
香
〞
響
楽
団
」

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
マ
リ
ン
バ
の
コ
ン

サ
ー
ト
空
間
を
ア
ロ
マ
の
香
り
で
演
出

す
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
試
み
で
す
。

目
に
見
え
な
い
音
と
香
り
が
、あ
な
た
の

身
体
の
奥
底
ま
で
沁
み
わ
た
り
ま
す
。 

御
幸
亭
の
「
和
空
間
」
で
は
お
茶
室
で

の
お
抹
茶
付
き
。
伝
統
的
な
和
風
建
築

空
間
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

旧
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
住
宅
の
「
洋
空
間
」

で
は
案
内
人
と
も
触
れ
合
え
る
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
付
き
。
文
化
財
施
設
内
に
普
段

は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
時
間
帯
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
。
施
設
内
の
レ
ト
ロ
な
照

明
空
間
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

52
駿
府
大
御
所
時
代
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

お
姫
様
に
お
殿
様
、忍
者
も
！　

時
代
衣
装
着
付
体
験

徳
川
家
康
公
が
築
い
た
駿
府
城
跡
で
、

大
御
所
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
東

御
門
・
巽
櫓
で
お
姫
様
、
お
殿
様
、
忍

者
な
ど
の
着
物
の
着
付
体
験
を
行
い
、

衣
装
を
着
た
ま
ま
坤
櫓
等
（
ひ
つ
じ
さ

る
や
ぐ
ら
）
の
施
設
見
学
や
、
駿
府
城

公
園
内
の
散
策
を
楽
し
み
ま
す
。
プ
ロ

の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
写
真
撮
影
で
思

い
出
の
1
ペ
ー
ジ
を
刻
み
、
紅
葉
山
庭

園
で
は
本
格
的
な
日
本
庭
園
を
眺
め
な

が
ら
お
茶
を
い
た
だ
く
、
駿
府
城
公
園

を
た
っ
ぷ
り
と
満
喫
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
と
、
普
段

と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
駿
府
城
公
園
の
楽

し
み
方
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

55
お
茶
や
お
酒
と
供
に
音
楽
鑑
賞
と
自
分
探
し

〜
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
丸
子
宿
の
夕
暮
れ
〜

新
し
い
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

た
め
、
ま
り
こ
倶
楽
部
発
足
し
ま
し
た
。

古
き
良
き
町
並
み
が
残
る
丸
子
宿
で
、
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
夕
暮
れ
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
今
回
は
参
加
者
同
士
の
時
間
の
共

有
と
交
流
を
か
ね
て
、
極
上
の
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
言
葉
を

探
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
丁

子
屋
さ
ん
の
小
上
が
り
や
囲
炉
裏
、
丸
子

の
紅
茶
や
地
酒
を
堪
能
し
、
贅
沢
な
時
間

を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
こ
の
日
は
〝
丸
子
宿
場
ま
つ
り
〞
も

開
催
さ
れ
、
19
時
か
ら
『
狐
の
嫁
入
り
道

中
』
が
丁
子
屋
さ
ん
の
前
の
通
り
で
行
わ
れ

ま
す
。
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

54
ふ
じ
の
く
に
歴
史
演
談

お
寺
ツ
ア
ー
2
0
1
7

『
お
寺
ブ
ー
ム
』
と
い
わ
れ
る
昨
今
、

名
刹
三
ヶ
寺
の
本
堂
を
舞
台
に
、
楽
し

い
歴
史
ト
ー
ク
を
交
え
た
迫
力
あ
る
動

読
を
上
演
す
る
の
は
、〝
歴
史
演
談
お
寺

ツ
ア
ー
〞
を
絶
賛
展
開
中
の
S
P
A
C
俳

優
・
奥
野
晃
士
。
幕
末
明
治
の
静
岡
を

舞
台
に
、
徳
川
幕
臣
た
ち
の
誇
り
高
き

生
き
様
を
描
い
た
感
動
秘
話
三
部
作

を
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
ム
ッ
シ
ュ
び
あ

ぼ
ん
の
音
楽
に
乗
せ
て
お
届
け
し
ま

す
。
３
日
『
坂
本
龍
馬
を
斬
っ
た
男
〜

今
井
信
郎
の
半
生
〜
』
＠
東
壽
院
、
４

日
『
鉄
舟
と
次
郎
長
』
＠
梅
蔭
禅
寺
、

５
日
『
照
久
寺
の
闇
討
ち
〜
清
河
縁
者

返
り
討
ち
〜
』
＠
顕
光
院
。

56
シ
ェフ
と
味
わ
う
！　

糖
質
制
限
食
の
魅
力
！

究
極
の
ヘ
ル
シ
ー
イ
タ
リ
ア
ン『
駿
河
湾
レ
シ
ピ
』

病
院
の
医
師
や
栄
養
士
、
研
究
機
関
な

ど
と
協
力
し
、
生
活
習
慣
病
の
方
で
も

お
い
し
く
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
『
駿

河
湾
レ
シ
ピ
』
を
開
発
し
ま
し
た
。
海

や
山
な
ど
の
自
然
に
恵
ま
れ
る
静
岡

は
、
ま
さ
に
食
材
の
宝
庫
。
『
駿
河
湾

レ
シ
ピ
』
は
食
材
選
び
か
ら
始
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
理
技
法
の
組
合
せ
な

ど
、
工
夫
を
重
ね
た
末
に
完
成
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
で
す
。
コ
ー
ス
料
理

を
召
し
上
が
り
な
が
ら
、
日
々
の
生
活

に
役
立
つ
健
康
的
な
食
事
方
法
、
調
理

技
法
な
ど
を
、
ふ
じ
の
く
に
食
の
都
仕

事
人
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
受
賞
の
メ
デ
ィ
カ

ル
シ
ェ
フ
が
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
す
。

美

植
物
や
ハ
ー
ブ
の
力
に
癒
さ
れ
な
が
ら

時
を
忘
れ
て
ゆ
っ
た
り
過
ご
す
の
も
よ
し

ヘ
ル
シ
ー
に
お
い
し
く
過
ご
す
の
も
お
す
す
め

内
か
ら
も
、外
か
ら
も
、美
し
く
、健
や
か
に

私
の
た
め
の
癒
さ
れ
時
間

25 24



開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

寿司照（清水区入江1-9-15）
　駐車場あり（有料）／　しずてつ「入江岡」徒歩５分
１週間前まで　
4,500円
定員6名(最少催行人数1名)

『色』のパワーを味方につけて、笑顔と元気を応援するカラーのチアリーダー中村宏
美と、お寿司屋の看板アスリート大多和あずさの同級生コンビによるおもてなしで、み
なさまの心と身体を癒します。

カラー心理セラピスト：中村宏美、寿司照：大多和あずさ

2/10（金）・2/11（土・祝）・2/24（金）・2/25（土） 11:30-13:30
開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

カフェJune Berry（清水区由比阿僧279）
　駐車場あり／　JR「由比」徒歩30分　
１週間前まで　
4,000円
定員16名（最少催行人数6名）
服装：パンツスタイルの動きやすい服装
ＪＲでお越しの方は由比駅より送迎します。申し込み時に「送迎必要」と
ご連絡ください。

『笑顔でHAPPYに！』が合い言葉の二人です。さとう式リンパケアと健康的な食事で、皆様
が毎日を笑顔で過ごせるようお手伝いさせていただきます。

癒しサロンKuKuRi：平田由美子・望月芳子

2/6（月）・3/4（土） 10:00-14:00

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

Mina Rosa〈ミナローザ〉（駿河区東新田2-5-27）
　駐車場あり（12台）
　しずてつ東新田下川原線「長田東小学校前」徒歩２分
１週間前まで
2,000円
定員20名（最少催行人数１名）
持ち物：エプロン・タオル

JAMAHA（日本メディカルハーブ協会公認） ハーバルセラピストとしてメディカルハ
ーブの使い方、おいしい食べ方をご案内。FM Hiにて「ハーバルで行こう」放送予定。

ハーバルセラピスト:蒲原章広

2/4（土）・2/5（日） 13:30-15:30

案 

内 

人

案 

内 

人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

Mina Rosa〈ミナローザ〉（駿河区東新田2-5-27）
　駐車場あり（12台）
　しずてつ東新田下川原線「長田東小学校前」徒歩２分
5日前まで
3,500円
定員10名（最少催行人数２名）
持ち物:エプロン、タオル

2/11（土・祝） 14:00-17:00

案 

内 

人

ハーバルセラピストとしてメディカルハーブの使い方、美味しい食べ方をご案内。
FM Hiにて「ハーバルで行こう」放送予定。　

蒲原章広 JAMAHA （日本メディカルハーブ協会公認） ハーバルセラピスト

公式Webサイト 又は MIREI ☎054ｰ258ｰ2930お申込み先公式Webサイト 又は MIREI ☎054ｰ258ｰ2930お申込み先

案
内
人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数
備 考

森田製茶・和カフェ~茶の芽~（葵区大原1827）
　駐車場あり（４台）／　しずてつ藁科線「夜打島わらびこ」徒歩１分
前日まで
4,000円
定員10名（最少催行人数１名）
聖一国師伝説の彩 1煎パック、お茶菓子、手作りされた抹茶ハンドク
リームのお土産付き

三代続くお茶問屋 森田製茶が手掛ける、和カフェ~茶の芽~と、アロマサロン&スクー
ルReleaseのコラボ。ほっと一息つく時間、丁寧に自分と向き合う時間を提唱している。

森田製茶・和カフェ~茶の芽~代表：森田博
アロマサロン&スクールRelease：森田美穂

2/9（木）・2/14（火）・2/16（木）・2/21（火）・2/23（木）・2/26（日）・2/28（火）・3/4（土） 10:00-12:00

公式Webサイト 又は 森田美穂 ☎080-6763-5631お申込み先公式Webサイト 又は 中村宏美 ☎090ｰ5456ｰ8298お申込み先公式Webサイト 又は おんぱく事務局電話受付お申込み先

案
内
人

開催場所

募集〆切
参加料金
実施人数

おふろcafé bijinyu（葵区籠上15-15）
　駐車場あり／　しずてつ安倍線・美和大谷線「妙見下」徒歩３分
前日まで
2,500円（入浴料込み）
定員10名（最少催行人数３名）

2/4（土） 14:30-16:30

1968年静岡市生まれ。魚屋・JAF勤務を経て、2004年2月静岡市葵区常磐町に「手
打ち蕎麦たがた」をオープン。焼畑などの伝統農法や、在来作物の復興に尽力。2015
年ミラノ万博では静岡の食文化を世界に発信。

オクシズ在来作物連絡協議会会長 田形治

公式Webサイトお申込み先

案 

内 

人

由比宿

府中宿 丸子宿 丸子宿

江尻宿 丸子宿

60
え
っ
？　

色
を
食
べ
る
!？　

も
っ
と
元
気
に
美
し
く
！

あ
な
た
色
の
旬
彩
寿
司
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

あ
な
た
が
選
ぶ
の
は
何
色
か
し
ら
？　

な
ぜ
、
そ
の
色
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ

う
？

あ
な
た
が
選
ん
だ
色
や
そ
の
順
番
で
、

今
の
気
持
ち
や
必
要
と
し
て
い
る
色
が

わ
か
り
ま
す
。
カ
ラ
ー
心
理
セ
ラ
ピ
ス

ト
と
色
の
ヒ
ミ
ツ
を
楽
し
ん
だ
あ
と

は
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
色
と
同
じ
色
の

ネ
タ
で
女
性
板
前
が
お
寿
司
を
握
り
ま

す
。
彩
り
豊
か
な
地
場
産
食
材
の
お
寿

司
と
、
お
も
し
ろ
く
て
『
た
め
』
に
な

る
色
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お
寿
司
×
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
に
よ
る
お

も
て
な
し
で
身
も
心
も
癒
さ
れ
る
、
お

ん
ぱ
く
だ
け
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ラ
ボ
。

62
身
体
の
内
と
外
か
ら
変
わ
る
喜
び
体
験

〜
セ
ル
フ
ケ
ア
＆
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
〜

自
然
豊
か
な
由
比
の
地
で
新
し
い
健
康

法
を
ご
紹
介
。
『
押
さ
な
い
、
揉
ま
な

い
、
引
っ
張
ら
な
い
』
さ
と
う
式
リ
ン

パ
ケ
ア
は
、
優
れ
た
美
容
効
果
も
あ
る

次
世
代
型
健
康
・
美
容
法
で
す
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
『
身
体
の

内
と
外
か
ら
健
康
に
』
を
テ
ー
マ
に
、

簡
単
な
セ
ル
フ
ケ
ア
を
み
な
さ
ん
と
体

験
し
ま
す
。

セ
ル
フ
ケ
ア
の
あ
と
は
、
生
命
力
に
あ

ふ
れ
た
由
比
の
地
場
野
菜
を
使
っ
た
、

美
味
し
く
ヘ
ル
シ
ー
な
ラ
ン
チ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
カ
フ
ェ
「
J
u
n
e 

B
e
r
r
y
」
で
健
康
な
体
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

蒲
原
宿
の
御
殿
山
で
は

毎
年
「
か
ん
ば
ら
御
殿

山
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が 

開
催
さ
れ
、
約
6
0
0

本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
山

全
体
を
桜
色
に
染
め
、

夜
に
は
桜
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

す
。
桜
越
し
に
駿
河
湾

や
富
士
川
、
伊
豆
半
島

方
面
を
一
望
で
き
る

「
さ
く
ら
吊
り
橋
」
も

オ
ス
ス
メ
！

府
中
宿
の
中
心
地
、
駿

府
城
公
園
で
は
4
月
上

旬
頃
に
、
お
堀
沿
い
や

園
内
に
咲
く
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
約
7
0
0
本
が
満

開
に
! 

ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
桜

を
楽
し
み
た
い
方
に

は
、
江
戸
・
寛
永
年
間

の
姿
に
復
元
さ
れ
た
巽

櫓
（
た
つ
み
や
ぐ

ら
）
、
東
御
門
か
ら
お

堀
沿
い
の
散
策
も
お
す

す
め
。
お
堀
の
水
面
に

映
る
夜
桜
も
趣
き
深
く

幻
想
的
で
す
。

美

59
五
感
を
フ
ル
に
活
用
!!

お
茶
三
昧
の
贅
沢
時
間

静
岡
に
お
茶
を
も
た
ら
し
た
鎌
倉
時
代

の
僧
侶
・
聖
一
国
師
（
し
ょ
う
い
ち
こ

く
し
）
。
聖
一
国
師
の
生
家
の
お
茶
は

幻
の
お
茶
と
呼
ば
れ
、
年
間
に
流
通
す

る
の
は
わ
ず
か
30
キ
ロ
程
度
。
う
ま
み

成
分
た
っ
ぷ
り
で
、
ま
る
で
お
出
汁
を

飲
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
感
覚
に
陥
り

ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
最
高
級
茶
を
お

い
し
い
お
団
子
や
お
茶
菓
子
と
一
緒
に

お
楽
し
み
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

当
日
は
お
茶
の
香
り
の
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
に
加
え
、
抹
茶
を
使
っ
た
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
作
り
や
水
琴
窟
（
す
い
き

ん
く
つ
）
の
音
色
も
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

58
花
と
ハ
ー
ブ
で
お
い
し
い
静
岡　

地
元
食
材
で
彩
る
料
理
教
室

静
岡
は
バ
ラ
・
キ
ク
・
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
の

国
内
有
数
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ブ
栽
培
も
盛
ん
で
数
多
く
の

ハ
ー
ブ
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
普
段
は
お
茶
と
し
て

飲
む
こ
と
の
多
い
こ
れ
ら
静
岡
の
ハ
ー
ブ

を
、
地
元
食
材
と
一
緒
に
『
食
べ
て
も
お

い
し
い
ハ
ー
ブ
料
理
』
に
仕
立
て
て
い
き

ま
す
。
体
質
改
善
や
自
己
免
疫
力
を
高
め

る
た
め
に
最
適
と
い
わ
れ
る
ハ
ー
ブ
を
、

ハ
ー
バ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
案
内
人
と
と
も

に
楽
し
く
調
理
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

で
き
あ
が
っ
た
料
理
は
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
き
、
大
切
な
人
と
お
召
し
上
が
り

く
だ
さ
い
。

61
最
高
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ギ
フ
ト

静
岡
の
ハ
ー
ブ
と
ア
ロ
マ
で
香
り
作
り

２
月
14
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
。

大
切
な
人
に
贈
る
ギ
フ
ト
は
、
世
界
に

一
つ
し
か
な
い
も
の
を
あ
げ
た
い
で
す

よ
ね
？　

そ
ん
な
方
向
け
に
今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
地
元
静
岡
で
作
ら
れ

て
い
る
ハ
ー
ブ
と
ア
ロ
マ
を
使
っ
て
バ

レ
ン
タ
イ
ン
ギ
フ
ト
作
り
を
行
い
ま

す
。
貴
重
な
ハ
ー
ブ
を
蒸
留
し
、
メ

デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ
の
ア
ロ
マ
と
ブ
レ
ン

ド
し
た
ポ
プ
リ
＆
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作

り
。
ハ
ー
バ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
あ
る
案

内
人
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
を
参
考
に
あ

な
た
だ
け
の
香
り
を
見
つ
け
ま
す
。
静

岡
の
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
手
作
り
ギ
フ
ト

を
ぜ
ひ
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

63
オ
ク
シ
ズ
の
玄
関
口

お
ふ
ろ
c
a
f
é 

d
e 

在
来
作
物
レ
シ
ピ

今
年
、
創
業
20
周
年
を
迎
え
る
日
帰
り

温
泉
「
お
ふ
ろ
c
a
f
é 

b
i
j
i
n

y
u
」
。
当
館
の
あ
る
籠
上
は
歴
史
的

に
「
オ
ク
シ
ズ
」
へ
の
玄
関
口
と
し

て
、
中
山
間
地
域
と
市
街
地
を
つ
な
ぐ

交
流
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
の
お
楽
し
み
と
し
て
、

「
オ
ク
シ
ズ
」
在
来
作
物
を
使
っ
た
お

ん
ぱ
く
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
会
を
開

催
！　

オ
ク
シ
ズ
で
育
っ
た
在
来
蕎
麦

や
、
井
川
の
在
来
野
菜
を
使
っ
た
料
理

を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
お
腹
を

軽
く
満
た
し
た
ら
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
館
内
で
く
つ
ろ
ぎ
、
良
質
な
温
泉

を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

東
海
道
の
春  

桜
の
名
所
を
訪
ね
て

topic

5

﹁
茶
は
養
生
の
仙
薬
な
り
︒﹂

topic

4

【
蒲
原
宿
】

【
府
中
宿
】

静
岡
は
、
お
茶
の
生
産
・
輸
出
と
も
に

国
内
最
大
を
誇
る
日
本
一
の
お
茶
ど

こ
ろ
。

そ
の
は
じ
ま
り
は
1
2
4
4
年
。
聖
一

国
師
が
宋
よ
り
お
茶
の
種
子
を
持
ち
帰

り
、
こ
れ
を
足
久
保
に
植
え
た
こ
と
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
今
川
氏
、
徳
川
氏
と
時
の
名

将
た
ち
も
静
岡
の
お
茶
を
珍
重
し
、
江

戸
時
代
に
は
「
駿
河
路
や
花
た
ち
ば
な

も
茶
の
に
ほ
い
」（
松
尾
芭
蕉
）
と
詠
ま

れ
る
ほ
ど
の
名
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
文
化
の
主
役
で
も
あ
る
お
茶
で

す
が
、
も
と
も
と
は
薬
と
し
て
も
広
め

ら
れ
た
も
の
。

有
名
な
栄
西
禅
師
の「
喫
茶
養
生
記
」の

冒
頭
に
は
、「
茶
は
養
生
の
仙
薬
な
り
。」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
代
に
お
い

て
も
抗
酸
化
作
用
や
解
毒
作
用
に
加

え
、豊
富
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
C
な

ど
が
健
康
や
美
容
に
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

聖一国師像 明兆筆（写真提供 : 東福寺）
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用宗海岸
海水浴場

東海大学海洋学部博物館

清水灯台
（三保灯台）

温 故 知 新 博 覧 会

■静岡市観光交流課　
　TEL.054-221-1310

■静岡観光コンベンション協会
　TEL.054-251-5880／054-254-2212
　http://www.visit-shizuoka.com

■静岡観光コンベンション協会清水事務所　

　TEL.054-388-9181

■静岡市総合観光案内所（JR静岡駅北口）　
　TEL.054-253-1170（ビジットジャパン案内所）

■静岡市静岡駅観光案内所　

　TEL.054-252-4247

■静岡市清水駅前観光案内所　
　TEL.054-367-9613

■静岡市ホテル旅館協同組合　
　TEL.054-253-1165　http://www.shr.or.jp/

■清水ホテル旅館組合　
　TEL.054-351-1170　http://www.shimizu-oyado.net/

■静岡県観光協会　
　TEL.054-202-5595　http://hellonavi.jp/

◇主催
　東海道歴史街道観光推進協議会　　

◇協力　
　静岡市
　公益財団法人 静岡観光コンベンション協会
　静岡商工会議所
　一般社団法人 SACLABO

◇運営事務局
　駿河 東海道おんぱく事務局
　〒420-0853
　静岡市葵区追手町４－１６（静岡観光コンベンション協会内）　
TEL.080-4840-5946
　Mail ： suruga.tokaido.onpaku＠gmail.com

駿府浪漫バス
「静岡浅間神社」や「駿府城公園」など家康公ゆかりの名所をめぐる路線バス。どこか
ら乗っても1回100円のお手頃な定額制なので、「府中エリア」などのまち歩きにはぜひ。
※ルートや時間は、天災やイベントなどで変更することがあります。くわしくはバス停でご確認ください。

【お問合せ】 しずてつジャストライン新静岡バス案内所 TEL.054-252-0505

電車・バス一日フリー乗車券
静岡鉄道の、「新静岡～新清水」間全線、JR静岡・東静岡・草薙・清
水の4つの駅を起点としたバス路線の片道600円区間エリア内が乗り
放題となるお得なフリー乗車券。静岡観光の強い味方です！

【お問合せ】 しずてつジャストラインお客さまセンター TEL.0120-012-990

「お茶のまち静岡市」タクシーツアー
ツアー対象スポットから好きな観光地を組合せできる上、お茶農家で本場のお茶も楽し
めるという、お茶どころ静岡ならではのタクシーツアー。乗務員から簡単なガイドがあるの
も嬉しい特典。

【お問合せ】 静岡県タクシー協会 TEL 054-261-1401

レンタサイクル
静岡市内の観光には、エコなレンタルサイクルがぴったり。JR静岡・清水の両駅周辺を
始め市内約30ヶ所に貸出所があり、目的に応じて便利に使える。
※1回500円（対象：身長137cm以上）。　※身分証のご提示をお願いします。

【お問合せ】 静岡観光コンベンション協会内
　　　　　 静岡市観光自転車ネットワーク協議会事務局 TEL.054-251-5880

駿河湾フェリー・清水港ベイクルーズ
自転車も乗せられる水上バス以外にも、海と富士のパノラマを楽しめる「清水港ベイク
ルーズ」や西伊豆・土肥へわずか65分で横断できる「駿河湾フェリー」など、会場アクセ
スも充実しています。

【お問合せ】 エスパルスドリームフェリー TEL.054-353-2221

JR東海道本線
蒲原、由比から丸子、用宗まで市域が広い静岡市。東西の移動にはJR東海道本線が便利です。
駅からのまち歩きを楽しみながら、それぞれのプログラム会場へ向かいましょう。

【お問合せ】 JR東海テレフォンセンター TEL:050-3772-3910

静岡市内の交通アクセス

観光に関するお問合せ先一覧

南
ア
ル
プ
ス
か
ら
駿
河
湾
ま
で
、至
る
と
こ
ろ
に
い
と
な
み
が
息
づ
く
静
岡
市
。こ
の
機
会
に
、ま
だ
知
ら
な
い「
し
ず
お
か
」に
出
会
い
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

至
由
比・蒲
原

南アルプス
ユネスコエコパーク
井川ビジターセンター

南アルプス
ユネスコエコパーク
井川自然の家

（運休）

蒲原支所
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